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「
能
絵
鑑
」
再
考

藤
岡　

道
子

　

本
稿
は
「
能
絵
鑑
」
に
関
す
る
小

考
で
あ
る
。「
能
絵
鑑
」
の
制
作
状

況
、
制
作
の
目
的
、
そ
の
使
途
を
考

え
る
。
先
行
研
究
で
言
及
さ
れ
た
と

こ
ろ
に
、
若
干
の
新
情
報
を
加
え
、

若
干
の
新
私
見
を
示
し
た
い
と
思
う
。

「
能
絵
鑑
」
に
つ
い
て

　

本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
拙
稿

「
徳
川
将
軍
家
と
能
狂
言
絵
」（「
東

洋
哲
学
研
究
所
紀
要
」
37
号
・

二
〇
二
二
・
二
・
四
刊
）
の
執
筆
が

き
っ
か
け
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
薄

田
大
輔
「
尾
張
藩
麹
町
屋
敷
御
成
御

殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て
―
元
禄
期
の

江
戸
狩
野
派
の
動
向
―
」（「
金
鯱
叢

書
」
48
・
二
〇
二
一
・
三
・
三
刊
）
に

多
く
の
示
唆
を
受
け
て
い
る
こ
と
を

記
し
て
お
く
。

　
「
能
絵
鑑
」
は
周
知
の
よ
う
に
現

在
三
本
の
優
良
な
作
例
が
伝
存
す

る
。
三
本
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に

全
図
を
収
め
た
刊
行
本
と
研
究
者
の

解
説
が
既
に
出
て
い
る
。
ま
た
、
簡

便
に
三
本
を
比
較
で
き
る「
能
絵
鑑
」

（
国
立
能
楽
堂
・
二
〇
一
七
・
一
・
四

刊
）（
Ａ
）
も
あ
る
。
本
稿
で
は
三

本
中
の
一
本
、
も
っ
と
も
新
し
く
世

に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
法
政

大
学
所
蔵
本
（
近
衛
家
伝
来
本
）
を

取
り
上
げ
る
。

　

能
絵
は
能
の
研
究
資
料
と
し
て
歴

史
、
演
出
史
、
享
受
史
ほ
か
様
々
の

面
で
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
相
変
わ
ら

ず
絵
の
素
性
の
不
確
か
さ
に
問
題
が

あ
り
、
活
用
法
に
も
正
確
さ
を
欠
く

な
ど
の
陥
穽
も
あ
る
。「
能
絵
鑑
」

に
も
ま
た
そ
の
課
題
は
あ
っ
た
が
、

宮
本
圭
造
氏
に
よ
り
法
政
大
学
所
蔵

本
の
筆
者
が
特
定
さ
れ
た
こ
と
、
制

作
環
境
に
徳
川
将
軍
（
六
代
家
宣
）

が
想
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
史
料
と
し

て
の
精
度
は
格
段
の
も
の
と
な
っ

た
。
法
政
大
学
所
蔵
本
が
も
と
は
家

宣
正
室
の
出
の
近
衛
家
伝
来
で
あ
っ

た
こ
と
も
疑
い
の
余
地
は
な
く
、
そ

れ
に
つ
い
て
宮
本
氏
は
江
戸
に
下
向

滞
在
し
て
い
た
近
衛
基
熈（
正
室
父
）

へ
の
「
贈
答
品
と
し
て
、
家
宣
が
狩

野
春
湖
に
制
作
を
命
じ
、
岳
父
の
基

熈
に
贈
っ
た
」
本
と
考
察
し
て
い
る

（
Ａ
）。
こ
の
点
、
鑑
賞
者
の
特
定

と
い
う
点
に
お
い
て
も
史
料
と
し
て

の
有
効
性
は
高
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

「
能
絵
鑑
」
制
作
の
現
場
と
贈
答
の

様
相

　

こ
こ
で
前
引
の
「
尾
張
藩
麹
町
屋

敷
御
成
御
殿
の
障
壁
画
に
つ
い
て
」

論
稿
を
参
照
し
た
い
。
元
禄
十
一
年

（
一
六
九
八
）
三
月
十
八
日
、
徳
川

将
軍
（
五
代
綱
吉
）
の
お
成
り
に
際

し
屋
敷
内
に
御
成
御
殿
が
新
築
さ
れ

た
。
そ
の
造
営
の
尾
張
藩
の
記
録
の

考
察
の
論
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
御
殿

障
壁
画
等
の
作
成
に
狩
野
派
が
総
動

員
さ
れ
て
い
る
。当
日
ま
で
の
準
備
、

当
日
の
時
間
割
、
行
事
の
詳
細
等

が
記
録
さ
れ
て
い
る
中
で
、
資
料
と

し
て
付
属
し
て
あ
る
中
に
「
御
成
書

院
御
床
御
筆
御
懸
物
之
前
ニ
御
餝
外

数
件
」
が
あ
り
、「
絵
鑑　

此
絵
鑑　

御
成
之
時　

公
方
様
御
所
望
ニ
而
献

上
被
遊
候
」と
あ
る
。
こ
の「
絵
鑑
」

は
こ
の
日
の
た
め
に
新
調
さ
れ
た
も

の
と
分
か
る
も
の
で
、
上
下
二
帖
。

各
帖
に
二
十
五
図
ず
つ
の
花
鳥
、
景

物
等
が
描
か
れ
、
各
図
に
筆
者
狩
野

派
絵
師
の
署
名
が
あ
る
。
元
禄
期
の

江
戸
の
狩
野
派
各
家
の
枢
要
な
絵
師

た
ち
で
あ
る
。
こ
の
「
絵
鑑
」
は
部

屋
で
休
息
し
た
綱
吉
に
よ
っ
て
期
待

通
り
所
望
さ
れ
、
献
上
さ
れ
た
。

　
「
絵
鑑
」
が
こ
の
よ
う
に
貴
人
賓

客
用
に
制
作
さ
れ
贈
答
に
用
い
ら
れ

た
こ
と
を
あ
り
あ
り
と
示
す
資
料
は

他
に
例
を
見
な
い
。
将
軍
お
成
り
と

い
う
当
家
に
と
っ
て
は
は
な
は
だ
名

誉
な
行
事
の
際
に
、
当
代
の
名
だ
た

る
絵
師
に
貴
人
好
み
の
絵
を
描
か
せ

て
、
そ
れ
を
金
箔
と
漆
の
表
紙
で
装

丁
し
、
さ
ら
に
豪
奢
な
箱
に
収
め

て
床
飾
り
と
す
る
。
後
代
、
明
治

四
十
三
年
の
前
田
家
行
幸
の
記
録
が

あ
る
が
、
そ
の
折
は
当
家
の
伝
来
の

家
宝
、
刀
剣
や
古
歌
集
な
ど
が
閲
覧

に
供
せ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
期
の
個

人
宅
へ
の
行
幸
は
、
先
例
と
し
て
江

戸
期
の
大
名
家
へ
の
将
軍
お
成
り
次

第
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

尾
張
家
へ
の
お
成
り
時
は
伝
来
の
家

宝
に
匹
敵
す
る
宝
物
と
し
て「
絵
鑑
」

が
制
作
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
て
こ
の「
絵
鑑
」に「
能
絵
鑑
」

の
筆
者
と
さ
れ
る
狩
野
春
湖
（
当
時

は
ま
だ
狩
野
姓
で
な
く
甲
府
藩
時
代

の
岡
沢
姓
）
の
名
は
な
い
が
、
御
成

御
殿
の
障
壁
画
に
は
筆
を
と
っ
て
い

る
。
狩
野
春
湖
が
こ
の
献
上
品
の

「
絵
鑑
」
を
見
た
か
ど
う
か
は
不
明

だ
が
、
制
作
環
境
は
近
い
と
こ
ろ
に

い
た
の
で
、
完
成
以
前
の
時
点
で
制

作
状
況
は
垣
間
見
て
い
た
可
能
性
は

十
分
に
あ
る
。
法
政
大
学
所
蔵
本
が

将
軍
家
か
ら
狩
野
春
湖
に
命
じ
て
制

作
さ
れ
、
将
軍
家
の
時
の
賓
客
近
衛

基
熈
に
贈
答
さ
れ
た
様
相
は
こ
の
一

時
代
前
の
綱
吉
の
お
成
り
時
の
「
絵

鑑
」
の
一
件
に
近
い
も
の
と
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

「
能
絵
鑑
」
は
狩
野
春
湖
筆
か

　
「
能
絵
鑑
」
筆
者
が
狩
野
春
湖

（
一
七
二
六
没
）
と
さ
れ
る
の
は
、

箱
に
「
能
御
絵
鑑　

春
湖
筆
」
と
あ

り
、
売
立
て
時
（
大
正
七
年
）
の
目
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録
に
「
春
湖　

能
御
絵
鑑　

弐
帖
」
と
あ

り
、
ま
た
売
立
札
に
「
狩
野
春
湖　

能
楽

図　

二
帖　

百
五
十
枚　

近
衛
家
伝
来
」

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
、
江
戸
時
代

の
能
絵
の
規
範
作
品
と
す
べ
き
大
作
の
筆

者
が
署
名
落
款
か
ら
で
は
な
い
が
伝
来
と

し
て
わ
か
っ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

特
定
の
著
名
絵
師
、
た
と
え
ば
、
一
蝶
、

雪
岑
、
北
斎
等
の
作
品
は
除
き
、
ほ
と
ん

ど
の
能
、
狂
言
絵
の
筆
者
名
が
不
明
で
あ

る
現
在
で
あ
る
。
こ
の
意
義
の
大
き
さ
は

推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
章
タ
イ
ト
ル
に
書
い
た
よ
う

に
、
そ
れ
で
は
法
政
大
学
本
は
狩
野
春
湖

筆
と
い
っ
て
よ
い
の
か
、
と
い
う
問
題
で

あ
る
。
絵
鑑
二
帖
百
五
十
枚
の
能
絵
で
あ

る
。
こ
の
制
作
は
一
人
の
手
で
は
な
く
、

複
数
の
絵
師
の
手
に
依
っ
た
と
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
元
禄
期
の
尾
張

藩
お
成
り
時
の
絵
巻
作
成
の
先
例
も
あ

る
。
狩
野
春
湖
は
甲
府
時
代
か
ら
の
抱
え

主
で
あ
っ
た
家
宣
か
ら
絵
鑑
作
成
の
統
括

責
任
者
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
春
湖
筆
の
「
筆
」
は
制
作
責
任

者
の
意
で
あ
る
と
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

そ
し
て
絵
師
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の
た

ち
に
は
、
た
と
え
ば
、
春
湖
の
師
筋
で
あ

る
山
下
狩
野
家
の
狩
野
梅
春
（
一
七
四
三

没
）
が
い
た
こ
と
は
推
察
さ
れ
る
。
観
世

文
庫
に
梅
春
筆
能
絵
の
書
写
八
図
が
残

る
。
こ
の
書
写
図
に
つ
い
て
は
雑
誌
「
観

世
」（
二
〇
一
二
・
一
刊
）
に
深
澤
希
望
氏

の
紹
介
と
解
説
が
あ
る
。
こ
の
書
写
図
の

原
図
が
狩
野
梅
春
筆
で
、
そ
れ
は
相
当
に

華
麗
な
彩
色
能
絵
で
あ
っ
た
ら
し
く「「
能

絵
鑑
」
に
連
な
る
類
似
作
」
と
深
澤
氏
は

解
説
す
る
。
狩
野
梅
春
は
春
湖
の
師
家
山

下
狩
野
家
の
山
下
春
笑
（
一
七
一
五
没
）

の
息
で
、
春
湖
は
春
笑
の
山
下
家
に
お
い

て
の
後
見
役
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
八
図
は

春
湖
筆
「
能
絵
鑑
」
に
は
収
載
さ
れ
な

か
っ
た
わ
け
だ
が
、
収
載
さ
れ
た
可
能
性

も
あ
っ
た
と
考
え
る
と
、
春
湖
の
属
す
る

制
作
集
団
に
お
い
て
、
梅
春
を
含
む
幾
人

か
が
「
能
絵
鑑
」
絵
の
制
作
に
当
た
っ
て

い
た
と
考
え
る
こ
と
は
至
極
当
然
の
こ
と

だ
ろ
う
。

（
観
世
文
庫
の
「
能
絵
図
」
お
よ
び

狩
野
梅
春
に
つ
い
て
は
六
麓
会
例
会

二
〇
二
一
・
一
一
・
一
四
に
て
口
頭
発
表
し

た
。）

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

朝
倉
氏
の
一
向
宗
禁
令
と 

越
前
出
目
家
・
安
證
寺保

田　

紹
雲

安
證
寺
に
つ
い
て

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
安
證
寺
（
福
井

県
越
前
市
妙
法
寺
町
14
－
41
）
は
、
三
光

坊
の
父
・
朝
倉
敏
景
家
中
・
千
秋
伊
豫

守
・
安
證
が
蓮
如
に
帰
依
し
て
開
基
し
た

千
秋
家
（
後
、
越
前
出
目
家
）
の
氏
寺
で

あ
る
。（注
１
）

　
『
越
前
人
物
志
』
に
「
安
證
寺
由
緒
書
」

（
注
２
）
が
あ
る
。「
当
寺
は
往
古
天
台
宗
人

皇
八
十
六
代
四
条
院
御
宇
、
能
州
石
動
山

行
玉
坊
此
処
に
う
つ
り
、
石
動
山
妙
法
寺

と
申
は
、
此
寺
の
領
主
波
多
野
出
雲
守
よ

り
寺
領
を
寄
附
せ
ら
れ
、
此
里
の
名
を
寄

村
と
申
候
、
天
台
宗
十
二
世
相
続
代
十
三

代
之
寺
務
安
證
と
申
候
、
朝
倉
弾
正
敏
景

公
の
家
中
千
秋
伊
豫
守
と
申
武
士
出
家
し

て
妙
法
寺
之
住
寺
に
罷
成
候
、
其
節
蓮
如

上
人
に
帰
し
奉
り
浄
土
真
宗
に
罷
成
候
、

法
名
を
寺
号
に
改
、
安
證
寺
と
申
只
今
迄

二
十
一
代
の
古
跡
に
御
座
候
以
上　

寛
延

元
酉
八
月
三
日　

右
之
通
福
居
御
預
所
節

千
福
村
平
兵
衛
組
頭
に
て
御
尋
に
て
指
上

申
候
」
と
あ
る
。

　

日
付
の
寛
延
元
年
は
酉
年
で
は
な
く
辰

年
な
の
で
年
に
は
誤
り
が
含
ま
れ
る
。

　

安
證
寺
を
開
基
し
た
千
秋
伊
豫
守
の
推

定
生
年
は
応
永
二
一
年（
一
四
一
四
）で
、

蓮
如
上
人
に
帰
し
て
安
證
寺
を
開
基
し
た

時
期
を
、
蓮
如
上
人
の
越
前
時
代
（
文
明

三
年
〜
七
年
（
一
四
七
一
〜
五
））
と
考

え
れ
ば
推
定
年
齢
は
五
十
八
〜
六
十
二
歳

で
、
隠
居
後
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
後
、
安
證
寺
は
千
秋
家
（
後
、
越

前
出
目
家
）当
主
の
隠
居
所
で
も
あ
っ
た
。

推
定
生
年
と
推
定
年
齢

　

こ
の
推
定
生
年
や
推
定
年
齢
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
越
前
出
目
家
の
各
代
当

主
の
推
定
生
年
」（
注
３
）
で
発
表
し
た
も
の

で
、
二
代
・
次
郎
左
衛
門
の
生
年
を
大

津
市
・
西
教
寺
の
開
山
真
盛
上
人
座
像

の
膝
裏
墨
書
の
「
天
正
九
年
」「
六
十
歳

造
」（
注
４
）
か
ら
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）

生
と
し
、
元
休
満
永
の
生
年
は
中
西
通

著
『
能
面
』（
注
５
）
の
三
光
尉
面
裏
「
癸
卯

（
寛
文
三
年
）
七
十
歳
満
永
」
か
ら
文
禄

三
年
（
一
五
九
四
）
生
で
、
こ
の
間
、
二

代
次
郎
左
衛
門
→
弟
・
常
祐
→
子
・
常
慶

→
子
・
満
長
→
弟
・
元
休
満
永
ま
で
の
生

年
の
間
隔
を
世
代
間
の
年
齢
差
を
三
十
二

歳
、
兄
弟
間
の
年
齢
差
を
四
歳
と
仮
定
し

て
統
計
学
上
か
ら
推
定
生
年
を
算
出
し
た

も
の
で
、
誤
差
が
含
ま
れ
る
が
、
大
ま
か

な
年
代
の
検
討
に
は
用
い
得
る
と
考
え
る
。

　

以
下
の
各
人
の
推
定
生
年
・
推
定
年
齢

も
こ
の
計
算
を
用
い
る
が
、
後
述
す
る
満

照
の
長
男
・「
長
太
輔
・
利
当
・
常
見
」

を
系
図
に
加
え
た
こ
と
で
満
照
以
前
の

人
々
の
推
定
生
年
は
前
著（
注
３
）
よ
り
修
正

し
て
い
る
。

朝
倉
氏
の
一
向
宗
禁
令

　

朝
倉
氏
は
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
七

月
九
頭
竜
川
の
戦
い
で
加
賀
・
越
前
の
一

向
一
揆
合
同
軍
に
勝
利
し
た
後
、
一
向
宗

禁
止
令
を
発
し
、
禁
令
は
永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）
ま
で
続
い
て
い
た
。

　
『
図
説
福
井
県
史
』（注
６
）
に
は
「
永
正
三

年
（
一
五
〇
六
）
三
月
に
本
願
寺
実
如
の

命
を
受
け
、
加
賀
の
一
向
一
揆
は
越
前
の

一
向
衆
に
呼
応
し
、（
七
月
に
）
三
十
万

の
大
軍
を
も
っ
て
越
前
に
侵
入
し
ま
す
。

し
か
し
一
揆
勢
は
九
頭
竜
川
の
戦
い
で
朝

倉
氏
に
敗
北
し
、
吉
崎
の
御
坊
は
焼
か
れ
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ま
し
た
。（
中
略
）
朝
倉
氏
は
本
願
寺
系

浄
土
真
宗
を
厳
し
く
禁
止
し
、
加
賀
一
向

一
揆
と
朝
倉
氏
の
対
立
は
そ
の
後
六
十
一

年
間
続
き
ま
し
た
。
戦
国
期
の
政
治
抗

争
の
深
化
に
と
も
な
い
、
永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）
に
本
願
寺
と
朝
倉
氏
は
反

織
田
信
長
連
合
を
形
成
し
、
一
転
し
て
手

を
結
ぶ
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
一
向
宗
の

禁
圧
も
解
除
さ
れ
ま
し
た
。」
と
あ
る
。

　

ま
た
、『
福
井
県
史
』（注
７
）
に
は
朝
倉
家

の
一
向
宗
禁
令
時
代
の
一
向
宗
徒
に
つ
い

て
、「
永
正
三
年
一
揆
の
敗
北
以
後
、「
朝

倉
始
末
記
」
の
記
述
に
従
う
と
越
前
国
内

に
は
一
人
の
一
向
衆
も
存
在
し
て
い
な
い

ご
と
く
で
あ
る
。（
中
略
）
し
か
し
、
禁

制
下
に
法
物
や
御
文
類
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
か
ら
考
え
て
、
禁
制
下
で
も
門
末
が

存
続
し
て
い
る
の
は
、（
中
略
）
道
場
坊

主
以
下
の
者
は
非
出
家
者
つ
ま
り
俗
人
扱

い
で
、
厳
罰
は
下
さ
れ
る
も
の
の
、
国
外

追
放
の
処
罰
は
こ
う
む
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
「
凡
俗
輩
并
に
商
客
下
劣
之

類
」
た
る
門
末
は
、「
髪
剃
リ
タ
ル
坊
主
」

と
違
い
宗
内
史
料
で
も
俗
名
で
よ
ば
れ
て

い
る
者
が
多
く
、
彼
ら
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
他
の
種
々
の
職
業
に
従
事
し
て
お

り
、
外
見
か
ら
た
だ
ち
に
一
向
衆
で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。（
中

略
）
永
禄
末
年
の
禁
制
解
除
後
、
越
前
教

団
は
急
速
に
復
興
し
た
。
亡
命
寺
院
の
復

帰
と
あ
い
ま
っ
て
、
そ
れ
を
迎
え
入
れ
る

多
数
の
門
末
の
永
続
的
な
営
み
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
た
だ
国
内
の
無
名
・
無
数

の
門
末
が
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
の

か
と
い
う
具
体
例
は
、
為
政
者
側
の
文
書

類
か
ら
は
何
一
つ
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

形
式
的
に
他
宗
派
に
属
し
な
が
ら
本
願
寺

の
教
え
を
守
っ
て
い
た
と
い
う
例
も
注
目

さ
れ
る
。（
後
略
）」
と
あ
る
。

禁
令
下
の
越
前
出
目
家

　

越
前
出
目
家
と
本
願
寺
派
安
證
寺
は
朝

倉
氏
の
一
向
宗
禁
令
の
時
期
を
ど
の
よ
う

に
過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

禁
令
の
始
ま
っ
た
永
正
三
年

（
一
五
〇
六
）
に
は
安
證
寺
を
開
基
し
た

千
秋
伊
豫
守
安
證
の
推
定
年
齢
は
九
十
三

歳
で
、
既
に
没
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

千
秋
伊
豫
守
安
證
の
長
男
・
三
光
坊
の

没
年
は
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
十
月
三

日
、推
定
生
年
は
文
安
三
年（
一
四
四
六
）

で
、
一
向
宗
禁
令
発
令
時
に
は
推
定

六
十
一
歳
だ
が
、
彼
は
天
台
宗
の
僧
で
越

前
に
は
不
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

三
光
坊
弟
・
千
秋
伊
豫
守
頼
吉
（
朝
倉

家
家
臣
・
満
照
の
父
）
の
推
定
生
年
は
宝

徳
二
年
（
一
四
五
〇
）
で
一
向
宗
禁
令
発

令
時
に
は
推
定
年
令
五
十
七
歳
で
、
彼
は

朝
倉
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
が
、
隠
居
し
て

安
證
寺
の
住
寺
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
、
禁
令
に
よ
っ
て
越
前
を
去
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

安
證
寺
は
千
秋
家（
後
・
越
前
出
目
家
）

の
氏
寺
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
は

住
寺
を
入
れ
ず
、
看
板
を
下
ろ
し
て
廃
寺

と
し
て
お
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

越
前
出
目
家
初
代
・
満
照
の
推
定
生
年

は
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
で
推
定

二
十
一
歳
の
時
に
禁
令
が
発
せ
ら
れ
た
。

　

二
代
・
次
郎
左
衛
門
の
生
年
は
大
永
二

年
（
一
五
二
二
）
で
朝
倉
氏
の
一
向
宗
禁

令
時
代
で
あ
る
。

越
前
出
目
家
初
代
満
照
の
子
に
つ
い
て

　

永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
一
向
宗
禁

令
が
解
除
さ
れ
、『
安
證
寺
過
去
帳
』
に

初
代
と
記
さ
れ
て
い
る
常
見
法
師
が
安
證

寺
を
復
興
し
住
寺
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

常
見
法
師
に
つ
い
て
は
、
安
證
寺
に

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
満
照
の
子
で
、

隠
居
後
に
住
寺
に
な
っ
た
人
と
推
定
さ
れ

る
以
外
、
経
歴
は
一
切
不
明
で
あ
る
。

　

一
方
、
福
井
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
ふ

く
い
の
面
と
ま
つ
り
』（
注
８
）
掲
載
の
福
井

県
立
歴
史
博
物
館
蔵
・
小
癋
見
の
面
裏
に

刻
銘
で
「
出
目
二
代
／
□
／
長
太
輔
／
利

当
（
花
押
）」
と
あ
る
。

　

こ
の
面
は
武
生
の
能
面
研
究
家
・
故
杉

浦
茂
氏
の
旧
蔵
品
で
あ
っ
た
。

　

面
裏
刻
銘
「
出
目
二
代
」
か
ら
初
代
・

出
目
満
照
の
長
男
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

人
に
つ
い
て
刻
銘
以
外
の
こ
と
は
判
ら
な

い
謎
の
人
物
と
さ
れ
て
き
た
。

　

彼
が
満
照
の
長
男
で
あ
れ
ば
、
推
定
生

年
は
二
代
・
次
郎
左
衛
門
の
生
年
よ
り
四

歳
前
の
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
生
で

一
向
宗
禁
令
の
時
期
で
あ
る
。

　

禁
令
が
解
け
て
真
宗
本
願
寺
派
安
證
寺

を
復
活
す
る
こ
と
が
出
来
た
永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）
に
は
「
長
太
輔
・
利
当
」

は
推
定
五
十
二
歳
で
、
隠
居
し
て
い
る
年

令
で
あ
る
。

　

出
目
家
で
は
一
向
宗
禁
令
の
間
も
本
願

寺
の
教
義
が
内
々
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、「
長
太
輔
・
利
当
」

と
常
見
法
師
が
同
一
人
で
あ
る
事
は
年
齢

的
に
辻
褄
が
合
う
。

　

満
照
の
子
に
は
こ
れ
ま
で
、
古
能
『
仮

面
譜
』
に
記
さ
れ
る
「
二
代
・
二
郎
左
衛

門
則
満
」
や
、
拙
稿
「
補
遺
・
越
前
出
目

家
の
系
図
の
謎
解
き
―
越
前
出
目
家
各
代

の
名
前
の
混
乱
―
」（
注
９
）
で
明
ら
か
に
し

た
元
利
家
初
代
の
「
古
源
助
・
常
祐
・
満

吉
・
三
十
郎
」
の
二
人
が
判
明
し
て
い
た

が
、も
う
一
人
長
男
に「
長
太
輔
・
利
当
・

常
見
」
を
加
え
、「
二
代
・
二
郎
左
衛
門
」

は
次
男
、
元
利
家
初
代
の
「
古
源
助
・
常

祐
・
満
吉
・
三
十
郎
」
は
三
男
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
古
能
『
仮
面
譜
』
で
「
源
助

秀
満
・
古
源
助
・
源
次
郎
・
常
心
坊
・
常

慶
」
と
記
さ
れ
て
い
る
三
代
・
源
次
郎
常

心
坊
は
二
代
・
次
郎
左
衛
門
の
子
で
は
な

く
、
長
男
の
「
長
太
輔
・
利
当
・
常
見
」

の
子
で
、
隠
居
し
た
父
よ
り
相
続
し
手
本

面
を
受
継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
八
月
信
長
の

越
前
一
向
一
揆
戦
の
戦
火
で
安
證
寺
は
焼

失
。
安
證
寺
初
世
・
常
見
法
師
は
殺
害
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

禁
令
の
解
除
で
安
證
寺
が
復
興
し
て
か

ら
六
年
目
で
、
常
見
法
師
の
享
年
は
推
定

五
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
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城
福
寺
（
越
前
市
五
分
市
町
十
一-

二
六
）
に
は
こ
の
時
殺
害
さ
れ
た
府
中
近

辺
の
僧
侶
二
百
人
の
首
の
骨
を
入
れ
て
い

た
骨
壺
と
供
養
塔
が
あ
り
、
こ
の
中
に
常

見
も
入
っ
て
い
る
と
推
定
す
る
。

　

一
方
、『
安
證
寺
過
去
帳
』
に
は
「
釈

常
見
法
師
天
正
十
年
正
月
十
三
日
」
と
あ

る
。

　

信
長
の
命
で
越
前
一
向
一
揆
衆
を
殲
滅

し
た
前
田
利
家
が
そ
の
後
も
府
中
に
居

座
っ
て
い
た
が
、天
正
九
年（
一
五
八
一
）

利
家
は
能
登
一
国
を
与
え
ら
れ
七
尾
城
主

に
な
っ
て
府
中
を
去
り
、
こ
れ
で
常
見
の

法
要
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
安

證
寺
過
去
帳
の
常
見
没
天
正
十
年
正
月

十
三
日
は
法
要
の
時
を
記
し
た
と
考
え
る
。

安
證
寺
の
二
度
目
の
再
興

　

安
證
寺
の
二
度
目
の
再
興
の
経
緯
は
拙

稿
「
下
間
少
進
に
よ
る
秀
吉
の
能
面
収
集

と
越
前
出
目
家
の
秘
事
」（
注
10
）
及
び
、
拙

稿
「
越
前
出
目
家
か
ら
秀
吉
に
献
上
し
た

能
面
数
の
再
検
討
」（
注
11
）
に
記
し
て
い
る

の
で
詳
細
は
こ
れ
に
譲
る
が
、
概
要
は
満

照
の
孫
・
三
代
・
源
次
郎
常
心
坊
が
本
願

寺
の
坊
官
・
下
間
少
進
の
仲
介
で
、
越
前

出
目
家
に
伝
わ
っ
た
能
面
制
作
の
手
本
面

九
十
六
面
を
秀
吉
に
献
上
し
、
そ
の
恩
賞

に
越
前
に
て
五
十
人
扶
持
を
頂
戴
し
、
下

間
少
進
の
後
援
の
下
で
安
證
寺
を
再
興
す

る
に
至
っ
た
も
の
で
、
再
興
直
後
の
住
寺

に
は
満
照
か
ら
分
家
し
て
元
利
家
初
代
と

な
っ
た
古
源
助
・
満
吉
・
常
祐
・
三
十
郎

が
入
り
、
彼
は
下
間
少
進
へ
忠
誠
を
誓
い

「
出
目
源
助
起
請
文
」（注

12
）
を
書
い
た
。

　

こ
の
起
請
文
を
実
現
す
る
為
、
彼
（
常

祐
）
は
嫡
男
・
常
慶
を
京
・
下
間
少
進
の

下
へ
送
出
し
、
安
證
寺
へ
は
満
照
の
孫
・

三
代
・
源
次
郎
常
心
坊
が
入
っ
た
と
考
え

ら
れ
、『
安
證
寺
過
去
帳
』
の
「
二
世
・

釈
常
圓
法
師
元
和
四
年
三
月
八
日
」
は
三

代
・
源
次
郎
常
心
坊
（
推
定
生
年
・
天
文

十
九
年
（
一
五
五
〇
）
で
あ
ろ
う
。

（
注
１
） 

拙
稿
「
越
前
出
目
の
系
図
の
謎
解

き
―
出
目
家
（
元
休
家
、元
利
家
）

の
歴
史
―
」（『
名
古
屋
芸
能
文
化
』

第
二
十
三
号
平
成
二
十
五
年
十
二

月
）

（
注
２
） 「
安
證
寺
由
緒
書
」（『
越
前
人
物
志
』

上
巻　

仮
面
工　

出
目
源
助
秀
満

の
条
）

（
注
３
） 

拙
稿
「
越
前
出
目
家
の
各
代
当
主

の
推
定
生
年
」（『
東
海
能
楽
研
究

会
年
報
』
第
二
十
号
二
〇
一
六
年

三
月
刊
）

（
注
４
） 

杉
浦
茂
著
「
越
前
出
目
家
初
代
満

照
に
つ
い
て
」（
武
生
市
教
育
委

員
会
編
『
能
面
の
美
―
越
前
出
目

家
初
代
満
照
の
作
品
―
』
昭
和

五
十
八
年
刊
）

（
注
５
） 

中
西
通
著
『
能
面
』
一
九
八
五
年

玉
川
大
学
出
版
部
刊
二
五
二
頁

（
注
６
） 『
図
説
福
井
県
史
』
中
世
二
二　

越

前
一
向
一
揆
（
一
）

（
注
７
） 『
福
井
県
史
』（
第
四
章　

戦
国
大

名
の
領
国
支
配　

第
五
節　

越
前

一
向
一
揆　

三　

禁
制
下
の
一
向

衆

（
注
８
） 

福
井
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
ふ
く

い
の
面
と
ま
つ
り
』（
平
成
二
十
五

年
刊
）

（
注
９
） 

拙
稿
「
補
遺
・
越
前
出
目
家
の
系

図
の
謎
解
き
ー
越
前
出
目
家
各
代

の
名
前
の
混
乱
―
」（
自
費
出
版
平

成
三
十
一
年
三
月
イ
シ
グ
ロ
高
速

印
刷
）

（
注
10
） 

拙
稿
「
下
間
少
進
に
よ
る
秀
吉
の

能
面
収
集
と
越
前
出
目
家
の
秘
事
」

（
中
部
大
学
編
『
ア
リ
ー
ナ
』

二
十
二
号
二
〇
一
九
年
風
媒
社
刊
） 

（
注
11
） 

拙
稿
「
越
前
出
目
家
か
ら
秀
吉
に

献
上
し
た
能
面
数
の
再
検
討
」

（『
東
海
能
楽
研
究
会
・
年
報
』
第

二
十
五
号
二
〇
二
一
年
三
月
刊
）

（
注
12
） 「
出
目
源
助
起
請
文
」『
下
間
少
進

集
Ⅲ
』（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編

能
楽
資
料
集
成
６　

昭
和
五
十
一

年
わ
ん
や
書
店
刊
）

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

能
『
御
裳
濯
』
の
「
石
の
鏡
」

三
苫　

佳
子

　
『
御み

裳も

濯す
そ

』
と
い
う
能
に
は
興お
き
だ
ま
の
し
ん

玉
神
が

登
場
す
る
。
こ
の
神
は
『
古
事
記
』『
日

本
書
紀
』
に
は
そ
の
名
が
み
え
な
い
が
、

守
護
神
と
し
て
内
宮
の
御
垣
内
に
鎮
座
す

る
。
夫
婦
岩
で
知
ら
れ
る
二
見
興
玉
神
社

は
こ
の
興お
き
た
ま
の
お
お
か
み

玉
大
神
を
祀
る
。
祭
神
、
興
玉

大
神
は
猿さ
る
た
ひ
こ
の
お
お
か
み

田
彦
大
神
で
も
あ
る
。

　

こ
の
能
は
、
天
照
大
神
の
御
神
体
で
あ

る
八や

咫た

の
鏡
を
奉
斎
し
て
各
地
を
巡
り
歩

い
て
い
た
倭
姫
命
が
二
見
浦
で
興
玉
神
と

出
会
い
内
宮
の
御
鎮
座
地
へ
と
導
か
れ
た

こ
と
、
倭
姫
が
汚
れ
た
裳
の
裾
を
濯
い
だ

こ
と
か
ら
五
十
鈴
川
を
御
裳
濯
川
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
等
、
中
世
の
神
道
書

と
さ
れ
る
神
道
五
部
書
の『
倭
姫
命
世
記
』

な
ど
に
伝
わ
る
内
容
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る（
大
東
敬
明「
御
裳
濯
」『
金
春
月
報
』

二
〇
二
二
年
三
月
一
日
）。

　

能
『
御
裳
濯
』
の
初
出
は
、
世
阿
弥
が

金
春
禅
竹
に
相
伝
し
た
『
能
本
三
十
五
番

目
録
』
に
記
載
さ
れ
た
題
名
「
ミ
モ
ス
ソ

カ
ワ
」
で
あ
る
。
金
春
流
謡
本
（
Ｍ
41
）

と
喜
多
流
謡
本
（
Ｔ
13
）（
共
に
国
立
能

楽
堂
蔵
）
は
、
小
異
は
あ
る
が
大
筋
と
し

て
は
同
様
の
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
舞
台
に
臣
下
（
ワ
キ
）
の
一
行
が

登
場
し
、
伊
勢
参
宮
の
帰
り
に
二
見
浦
の

「
石
の
鏡
」
を
一
見
し
よ
う
と
述
べ
る
。

次
に
、
二
見
浦
付
近
の
田
を
祀
る
場
所

で
、
田
作
の
翁
（
シ
テ
）
す
な
わ
ち
老
人

と
若
い
男
（
ツ
レ
）
が
登
場
。
臣
下
が
老

人
に
御
裳
濯
川
の
由
来
等
を
尋
ね
て
問
答

の
場
面
と
な
る
。
続
い
て
世
阿
弥
の
能
の

定
型
通
り
、
ク
リ
・
サ
シ
・
ク
セ
と
展
開

し
、
老
人
は
神
道
に
つ
い
て
語
り
、
そ
の

後
自
ら
興
玉
神
で
あ
る
と
正
体
を
明
か
し

て
中
入
り
す
る
。
後
半
で
は
興
玉
神
が
現
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れ
神
舞
を
舞
う
。
世
阿
弥
が
編
み
出
し
た

序
破
急
五
段
の
構
成
に
作
ら
れ
て
い
る
脇

能
で
、
本
文
に
は
「
御
裳
濯
川
」
や
「
神

風
」
な
ど
を
詠
み
こ
ん
だ
和
歌
を
要
所
に

引
く
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
臣
下
の
一

行
が
向
か
う
場
所
で
あ
る
。二
見
浦
の「
石

の
鏡
」
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
謡
曲
大
観
』（
佐
成
謙
太
郎 

明
治
書

院
）
の
注
で
は
「
石
の
鏡
」
を
、
神
宮
林

に
沿
っ
て
五
十
鈴
川
上
流
（
伊
勢
市
宇
治

今
在
家
町
）
の
河
岸
に
あ
る
「
鏡か
が
み
い
し石
」
と

す
る
。
高
さ
６
ｍ
、
幅
15
ｍ
程
の
巨
石

で
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
刊
『
伊
勢

参
宮
名
所
図
絵
』（
以
後
「『
図
絵
』
と
表

記
。
早
稲
田
大
学
図
書
館 

古
典
籍
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
、
文
庫
30
Ｅ
〇
二
一
一
）
に
よ

れ
ば
、
そ
の
西
側
が
鏡
の
よ
う
に
光
り
、

鏡
石
社
と
新
川
社
が
祀
ら
れ
る
と
す
る
。

し
か
し
二
見
浦
と
は
反
対
方
向
に
あ
る

「
鏡
石
」
は
目
的
地
と
す
る
に
は
無
理
が

あ
る
。

　

二
見
興
玉
神
社
の
周
辺
は
夫
婦
岩
を
は

じ
め
と
し
て
岩
の
多
い
場
所
で
あ
る
。
夏

至
の
頃
に
は
夫
婦
岩
の
二
つ
の
岩
の
間
に

富
士
山
か
ら
昇
る
朝
日
を
遥
拝
で
き
る
。

神
社
の
公
式
Ｈ
Ｐ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
の
宝

暦
年
間
の
地
震
ま
で
は
夫
婦
岩
の
約
700
ｍ

沖
の
海
上
に
興
玉
神
石
が
見
え
て
い
て
、

天
照
大
神
の
御
神
体
を
奉
戴
さ
れ
た
倭
姫

命
が
二
見
浦
に
停
泊
さ
れ
た
時
、
興
玉
大

神
が
海
上
の
興
玉
神
石
に
出
現
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
後
夫
婦
岩
の
前
の
遥
拝
所

よ
り
こ
の
神
石
が
礼
拝
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、興
玉
神
石
は「
鏡

岩
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
と
伝
わ
る
。
理

由
は
不
明
だ
が
興
玉
神
石
も
鏡
と
は
無
縁

で
は
な
い
よ
う
だ
。
な
ら
ば
興
玉
神
石
が

「
石
の
鏡
」
か
と
考
え
た
く
な
る
が
、
残

念
な
が
ら
能
の
本
文
に
は
夫
婦
岩
周
辺
を

想
像
さ
せ
る
記
述
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

鏡
と
い
う
字
を
用
い
た
言
葉
と
し
て
は

「
鏡
の
宮
」が
本
文
に
あ
る
。
こ
こ
に「
石

の
鏡
」
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

現
在
、内
宮
か
ら
五
十
鈴
川
を
下
る
と
、

朝
熊
川
が
五
十
鈴
川
に
合
流
す
る
地
点
の

下
流
方
向
の
岸
に
は
朝あ
さ

熊く
ま

神
社
が
、
三
角

州
に
は
鏡か
が
み
の
み
や宮
神
社
が
鎮
座
す
る
。

　

朝
熊
神
社
は
神
道
五
部
書
な
ど
に
は
倭

姫
命
創
建
の
社
と
伝
わ
っ
て
お
り
、
古
く

か
ら
内
宮
摂
社
の
第
一
位
で
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
小
朝
熊
社
と
も
呼
ば
れ
た
朝
熊

神
社
は
、『
内
宮
八
箇
請
屋
日
記
』（
神
宮

文
庫[

一]

一
三
一
三
）
応
永
十
五
年
十
一

月
十
六
日
付
の
頭
工
等
注
文
に
「
一
こ
あ

さ
く
ま
の
宮
五
十
貫
文
」
と
あ
る
か
ら
、

世
阿
弥
の
時
代
に
何
ら
か
の
工
事
が
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る（
谷
川
健
一
編『
日

本
の
神
々 

神
社
と
聖
地
（
６
）
伊
勢 

志

摩 

伊
賀 

紀
伊
』
白
水
社
）。

　

神
道
五
部
書
の
『
伊
勢
二
所
皇
御
大
神

御
鎮
座
傳
記
』
に
は
「
朝
熊
神
社
六
座　

倭
姬
命
崇
祭
之
神
社
也
」
と
あ
り
、
六
柱

の
祭
神
の
後
に
「
件
神
社
之
寶
鏡
二
面
。

日
天
月
天
所
化
白
銅
神
鏡
。
依
二
神
託
一
。

倭
姬
命
之
御
制
作
也
。
凢
天
照
太
神
御
入

座
之
時
、
大
年
神
、
大
山
津
見
、
山
祇
、

朝
熊
水
神
等
奉
レ
饗
二
此
之
處
一
故
神
社
定

給
也
」（『
新
訂
増
補 

国
史
体
系
第
七
巻　

古
事
記 

先
代
舊
事
本
紀 

神
道
五
部
書
』

吉
川
弘
文
堂 

一
九
三
六
年
）
と
記
さ
れ

る
。
天
照
大
神
の
た
め
に
神
々
が
饗
応
し

た
場
所
に
創
建
さ
れ
た
の
が
朝
熊
神
社

で
、
宝
鏡
は
、
倭
姫
が
作
ら
せ
た
日
天
月

天
が
現
れ
る
二
面
の
白
銅
鏡
だ
と
す
る
。

　
『
倭
姫
命
世
記
』
は
、
朝
熊
神
社
と
推

定
さ
れ
る
神
社
の
宝
鏡
を
「
伊
弉
諾
・
伊

奘
冉
尊
、
捧
げ
持
ち
た
ま
ひ
し
所
の
白ま
す

銅み
の

鏡か
が
み

二
面
是
な
り
。
こ
れ
則
ち
日
神
月
神

化あ
ら
は

る
る
所
の
鏡
な
り
。
水
火
二
神
の
霊く
す

し

き
物
と
為
す
。」（
和
田
嘉
寿
男
『
倭
姫
命

世
記
注
釈
』
和
泉
書
院 

二
〇
〇
〇
年
）

と
記
す
。
日
神
月
神
と
日
天
月
天
と
い
う

表
記
の
違
い
は
あ
る
が
、
二
面
の
宝
鏡
が

二
神
の
現
れ
る
白
銅
鏡
で
あ
る
点
で
二
書

の
内
容
は
一
致
す
る
。

　

朝
熊
神
社
は
、
当
初
か
ら
二
つ
の
白
銅

鏡
を
御
神
体
と
し
三
角
州
の
岩
の
上
に
二

面
の
鏡
を
置
い
て
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た

た
め「
鏡
の
宮
」と
通
称
さ
れ
て
い
た（
谷

川
前
掲
書
）。

　

一
方
の
鏡
宮
神
社
は
、
寛
文
三

（
一
六
六
三
）
年
に
朝
熊
神
社
が
再
建
さ

れ
た
時
、
朝
熊
神
社
の
御
前
社
と
し
て
創

建
さ
れ
た
の
で
室
町
時
代
に
は
鏡
宮
と
い

う
社
殿
は
存
在
し
な
い
。
現
在
の
祭
神
は

「
岩い
わ
の
う
え
の
ふ
た
つ
の
み
か
が
み
の
み
た
ま

上
二
面
神
鏡
霊
」
で
、
鏡
を
置
く
霊

石
は
「
虎
石
」
と
呼
ば
れ
、
他
に
「
潮
干

石
」
な
ど
も
存
在
す
る
よ
う
だ
（
伊
勢
文

化
舎
編
『
お
伊
勢
さ
ん
125
社
め
ぐ
り
』
伊

勢
文
化
舎
、
二
〇
〇
九
年
）。『
図
絵
』
に

も
「
汐
干
石
」
と
「
獅
子
伏
石
」
が
描
か

れ
る
が
、
こ
の
「
獅
子
伏
石
」
が
現
在
は

「
虎
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

能
作
者
は
、
二
面
の
宝
鏡
と
そ
れ
が
置

か
れ
た
「
獅
子
伏
石
」
を
「
石
の
鏡
」
と

表
現
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

後
シ
テ
と
し
て
興
玉
神
が
現
れ
る
場
面

を
見
て
み
よ
う
。

地
〽︎
八
玉
垣
の
内
外
の
宮
居 

影
み
ち
て

興
玉
神
〽︎
月
よ
み
の
宮
居 

照
り
ま
さ
る

　
　

い
さ
ぎ
よ
き 

影
や 

鏡
の
宮
所

地
〽︎
空
す
む
雲
も 

朝
熊
や

興
玉
神
〽︎
潮
干
の
石
と
現
わ
れ
し
も

地
〽︎
済
度
方
便
の 

影
な
わ
す
れ
そ

　

内
宮
、
外
宮
、
月
読
宮
の
み
な
ら
ず
、

霊
石
に
二
面
の
鏡
が
置
か
れ
た
鏡
の
宮
所

（
当
時
の
朝
熊
神
社
）
が
そ
れ
ぞ
れ
に
輝

き
を
増
し
て
、
潮
干
の
石
に
興
玉
神
の
姿

が
現
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
光
景
を
思
い
浮

か
べ
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
能
は
そ
も
そ
も
創
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
以
上
、
内
容
の
事
実
関
係

が
不
明
で
も
上
演
に
支
障
を
来
た
す
も
の

で
は
な
い
が
、
興
玉
神
が
鏡
の
宮
つ
ま
り

朝
熊
神
社
に
現
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
『
倭
姫
命
世
記
』
に
は
、
五
十
鈴
川
の

河
口
の
「
江
」
に
お
い
て
神
々
が
御み

饗あ
へ

を

奉
っ
た
時
に
、
猿
田
彦
神
の
後
裔
宇
治
土

公
の
祖
大
田
命
が
参
上
し
、
五
十
鈴
川
の
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川
上
の
良
い
宮
所
を
倭
姫
に
進
上
し
た
と

あ
る
。
そ
の
時
大
田
命
が
自
ら
述
べ
る

三
十
八
万
歳
と
い
う
年
齢
が
能
の
中
に
採

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
太
田
命
を
『
伊
勢

二
所
皇
御
大
神
御
鎮
座
伝
記
』
で
は
興
玉

神
の
こ
と
と
す
る
。
こ
う
し
た
情
報
が
集

め
ら
れ
て
興
玉
神
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
創

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
江え

」
は
二
見
興
玉
神
社
の
東
の
河
口

周
辺
の
地
名
で
か
つ
て
こ
こ
が
五
十
鈴
川

本
流
の
河
口
で
あ
り
、
上
流
の
朝
熊
神
社

の
あ
る
場
所
を
越
え
て
伊
勢
神
宮
に
至

る
。
た
だ
し
明
治
九
年
に
夫
婦
岩
の
前
に

二
見
興
玉
神
社
が
創
建
さ
れ
る
ま
で
は
、

興
玉
社
は
「
江
」
地
区
の
江
寺
（
現
・
太

江
寺
）
の
境
内
に
あ
っ
た
。
室
町
時
代
に

は
夫
婦
岩
周
辺
に
社
殿
が
な
か
っ
た
た

め
、
作
者
は
朝
熊
神
社
を
二
見
浦
の
「
石

の
鏡
」
と
称
し
て
、
興
玉
神
の
影
向
の
場

と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕 

維
新
期
の
藤
田
流
岐
阜
門
人

飯
塚　

恵
理
人

　

尾
張
藩
の
御
役
者
で
笛
方
家
元
で
あ
る

藤
田
六
郎
兵
衛
家
に
は
、
嘉
永
五
年
正
月

か
ら
昭
和
二
年
十
月
ま
で
の
門
人
帳
が
残

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
門
人
の
名
前
と

そ
の
時
発
行
さ
れ
た
免
状
の
内
容
が
書
か

れ
、
尾
張
藩
の
御
用
商
人
な
ど
の
旦
那
衆

が
能
楽
囃
子
を
稽
古
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
好
資
料
で
あ
る
。
こ
の
門
人
帳
は
平
成

十
一
年
の
名
古
屋
市
博
物
館
『
学
び
の
系

譜
』
展
で
展
示
さ
れ
、
筆
者
は
そ
の
際
に

調
査
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

今
回
は
こ
の
門
人
帳
に
載
る
岐
阜
在
住

の
人
々
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
岐
阜
伊
奈

波
神
社
の
祭
礼
で
は
、
安
宅
車
な
ど
の
山

車
が
能
楽
囃
子
を
取
り
入
れ
た
山
車
囃
子

を
江
戸
時
代
か
ら
演
奏
し
て
い
る
。
公
開

の
場
で
能
楽
囃
子
を
奉
納
す
る
た
め
に
家

元
に
つ
い
て
習
っ
た
者
が
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
嘉
永
五
年
〜
明
治
四
年
の

門
人
帳
か
ら
、「
岐
阜
」
在
住
と
書
か
れ

た
者
の
項
を
抜
粋
す
る
。（
竹
ヶ
鼻
な
ど

岐
阜
市
中
心
部
で
な
い
場
所
は
除
い
た
）

各
項
目
の
頭
に
丸
数
字
を
附
し
た
。

①
嘉
永
五
年
子
九
月　

岐
阜

一
式
三
番 
村
瀬
権
右
衛
門

　
　

免
状
出

②
一
同
断　
　
　

岐
阜

 

林
為
三
郎

③
嘉
永
五
年
子
四
月

一
竹
生
嶋　

雨
月　

船
弁
慶

一
一
管
豊
後
下
端

 

岐
阜　

今
町
住
人

 

村
瀬
甚
兵
衛
方

一一
盤
渉　

 

早
舞
大
流

一
同　
　

替
手
弐
通

　

右
者
岐
阜
ニ
お
ゐ
て
免
状
遣

④
嘉
永
五
年
子
四
月

一
竹
生
嶋　

雨
月　

船
弁
慶

一
一
管
豊
後
下
端

一
盤
渉　

 

早
舞
大
流
し

 

岐
阜
今
町
住
人

一
狂
言
神
楽 

林
為
三
郎
方

　

右
者
岐
阜
地
ニ
お
ゐ
て
免
状
差
遣
候

⑤
同
年
子
四
月
八（
マ
マ
）

一
芸
道
格
別
執
心
追
々
出
精
并

　

相
弟
子
世
話
等
茂
行
届
き
候
付

　

已
来
取
立
方
之
儀
指
免
候
者
也

　
　
　
　

岐
阜
ニ
お
ゐ
て
免
候

　
　
　
　
　
　
　

寺
澤
隅
二
郎

⑥
同　
　
　
　
　
　

岐
阜
住
人

 

野
田
文
右
衛
門
方

一
脇
能
并
真
ノ
音
取

一
船
弁
慶　

 

三
輪 

　

右
者
岐
阜
お
ゐ
て
免
状
遣

⑦
同

一
脇
能
并
真
ノ
音
取

　
　
　
　
　

岐
阜
住
人

 

牧
田
栄
三
郎
方

　

右
者
岐
阜
地
ニ
て
引
渡
候

⑧
嘉
永
七
年
寅
三
月　

岐
阜

一
狂
言
神
楽 

村
瀬
権
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

免
状
差
出
候

⑨
安
政
六
未
十
二
月　

岐
阜

一
盤
渉
樂 

村
瀬
権
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

免
状
出

⑩
安
政
六
未
十
二
月　

岐
阜

一
盤
渉
樂 

林　

為
三
郎

　
　
　
　
　
　

免
状
出

⑪
一
脇
能
并
真
ノ
音
取

一
三
輪　

船
弁
慶
添
遣

元
治
元
年
四
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　

免
状
出
ス

　
　
　
　

岐
阜

 

日
比
野
太
右
衛
門
江

⑫
一
脇
能
并
真
ノ
音
取

　
　
　

三
輪
船
弁
慶

文
久
三
年
亥
二
月

一
式
三
番

一
豊
後
下
端

元
治
元
年
子
五
月

　

右
三
通
も
免
状
出

　
　
　
　
　
　

岐
阜

 

吉
田
嘉
三
郎

⑬
明
治
三
午
年
四
月

一
脇
能
真
ノ
音
取

　

三
輪 

船
弁
慶 

安
宅　

岐
阜

　

盤
渉
早
舞
大
流
シ　

水
田
利
兵
衛

一
豊
後
下
端　

一
管

　
　
　

免
状
出

⑭
明
治
三
年
午
八
月　

岐
阜

 

権
右
衛
門
事

一
草
神
楽　
　
　
　
　
　

村
瀬
秀
石

　
　
　

免
状
出

⑮
一
同
断 

為
三
郎
事

　
　
　
　

同 

林　

平
六

⑯
一
同
断 

嘉
三
郎
事

　
　
　
　

同 

吉
田
萬
兵
衛

⑰
明
治
四
年
未
二
月
十
日

一
脇
能
真
ノ
音
取　

岐
阜

　

三
輪　

船
弁
慶 

丹
羽
善
三
郎

　
　
　
　

免
状
出

⑱
同
二
月
十
二
日　

岐
阜
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一
一
管
津
嶋 

村
瀬
秀
石

　
　

免
状
出

　

こ
の
よ
う
に
明
治
維
新
の
動
乱
期
の
岐

阜
で
も
多
く
の
者
が
免
状
を
欲
し
て
い
た

こ
と
が
伺
え
る
。
明
治
三
年
、
八
世
藤
田

六
郎
兵
衛
重
政
は
番
兵
四
等
兵
隊
勤
務
を

命
じ
ら
れ
な
が
ら
「
家
芸
笛
家
元
筋
之

儀
、
従
前
之
通
被
命
候
」（
注
一
）
と
、
家
元

と
し
て
の
権
威
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
当
時
の
藤
田
家
が
能
楽
笛
方
と
し
て

存
続
す
る
上
で
非
常
に
意
味
の
あ
る
通
達

で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

最
も
多
く
免
状
を
受
け
て
い
る
村
瀬
権

右
衛
門
（
秀
石
）
は
「
明
治
七
年
伊
奈
波

神
社
の
社
費
割
賦
と
寄
進
」（
注
二
）
で
鳥
居

再
建
の
た
め
に
二
百
円
の
寄
付
を
し
て
い

る
。
ま
た
「
明
治
七
・
八
年
長
良
川
船
橋

取
揚
銭
月
々
勘
定
帳
」（
注
三
）
で
は
金
一
円

を「
図
画
料
」と
し
て
受
け
取
っ
て
い
る
。

裕
福
で
氏
子
と
し
て
あ
る
程
度
の
地
位
に

い
た
が
、
画
業
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
伺

え
る
。さ
ら
に
岐
阜
の
民
間
資
料
を
調
べ
、

能
楽
噺
子
を
取
り
入
れ
た
山
車
囃
子
が
ど

の
よ
う
な
人
々
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

注一　

 

拙
著
『
近
世
能
楽
史
の
研
究
―
東
海

地
域
を
中
心
に
』
雄
山
閣
、
平
成

十
一
年
二
月
発
行
、
二
一
一
頁

二　

 『
岐
阜
市
史　

史
料
編　

近
代
一
』

岐
阜
市
、昭
和
五
十
二
年
三
月
発
行
、

六
二
八
頁

三　

 

注
二　

六
六
四
頁

補
記　

 

貴
重
な
門
人
帳
の
資
料
調
査
を
御

許
可
下
さ
っ
た
故
十
一
世
藤
田
六

郎
兵
衛
先
生
と
「
学
び
の
系
譜
」

展
を
開
催
し
て
下
さ
っ
た
名
古
屋

市
博
物
館
に
記
し
て
感
謝
致
し
ま

す
。
本
稿
は
令
和
三
年
度
椙
山
女

学
園
大
学
個
人
研
究
費（
飯
塚
分
）

に
よ
る
成
果
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

追
記　

 

脱
稿
後
、
岐
阜
県
図
書
館
か
ら
、

野
田
文
右
衛
門
が
『
川
島
町
史
』

に
住
吉
踊
の
愛
好
者
と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
旨
の
連
絡
を
戴
い

た
。
こ
の
門
人
帳
に
お
け
る
「
岐

阜
」
の
範
囲
は
岐
阜
市
域
よ
り
広

い
可
能
性
が
出
て
き
た
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

近
世
松
坂
の
能
楽
に
関
す
る
覚
書

佐
藤　

和
道

　

松
坂
（
松
阪
）
は
、
三
重
県
の
中
央
部

に
位
置
し
、
伊
勢
商
人
を
輩
出
し
た
商
業

の
街
と
し
て
知
ら
れ
る
。
天
正
十
六
年

（
一
五
八
八
）
に
蒲
生
氏
郷
が
松
坂
城
を

築
い
た
の
に
始
ま
り
、
古
田
重
勝
に
よ
っ

て
松
坂
藩
が
立
藩
さ
れ
た
。
元
和
五
年

（
一
六
一
九
）
に
古
田
氏
が
石
見
国
浜
田

に
転
封
と
な
っ
た
後
は
、
紀
州
藩
領
と

な
っ
た
。
国
学
者
本
居
宣
長
の
出
生
地
で

も
あ
る
。

　

江
戸
中
期
の
松
坂
に
つ
い
て
知
る
上
で

重
要
な
史
料
が
、森
壺
仙
の『
宝
暦
咄
し
』

で
あ
る
。森
壺
仙（
寛
保
三
年〔
一
七
四
三
〕

〜
文
政
十
一
年
〔
一
八
二
八
〕）
は
、
松

坂
で
米
穀
・
繰
綿
・
薬
種
等
を
商
う
傍

ら
、『
い
せ
参
御
蔭
之
日
記
』
な
ど
の
著

作
を
残
し
た
。『
宝
暦
咄
し
』
は
、
宝
暦

か
ら
文
化
頃
に
い
た
る
松
坂
の
人
物
や
地

誌
、
風
俗
な
ど
を
記
録
し
た
も
の
で
、
同

書
末
尾
に
付
さ
れ
た「
は
や
り
事　

奇
談
」

と
い
う
編
年
体
記
事
の
中
に
、能（
乱
舞
）

に
関
す
る
言
及
が
あ
る
。
以
下
に
そ
の
部

分
を
掲
出
す
る
。

（
明
和
）
二
・
三　

岩
尾
十
左
衛
門
謡
師　

ふ
く
ら
雀
ひ
ん　

紺
幽
は
や
る　

田
中
円

蔵
笛
太
コ
師

四
・
五　

乱
舞
時
行　

中
西
七
兵
衛
謡
師　

毛
利
喜
平
太　

株
金
町
方
改　

紅
花
う
へ

る
事
時
行　

村
田
又
兵
衛
う
た
い

安
永
元　

本
居
歌
の
講
尺　

馬
ニ
乗
る

事
大
時
行　

浄
る
り
太
夫
所
々
よ
り
来　

は
ち
す
か
兵
部
画
教
へ　

乱
舞
大
時
行　

所
々
町
々
ニ
席
ト
云
事
時
行

五
・
六　

乱
舞
大
時
行　

所
々
将
寄
之
会

時
行

（
文
化
）
四　

か
さ
附　

乱
舞　

江
戸
う

た　

う
ん
て
ら
と
云
ふ
詞
（
以
下
略
）

（『
松
阪
市
史
』
第
九
巻　

地
誌
二
１
）

　

右
に
よ
れ
ば
、
明
和
二
〜
五
年

（
一
七
六
五
〜
六
八
）、
安
永
元
・
五
・
六

年
（
一
七
七
二
・
七
六
・
七
七
）、
文
化
四

年
（
一
八
〇
七
）
に
、
松
坂
で
乱
舞
が
流

行
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
、
伊
勢
で
乱

舞
が
流
行
し
た
こ
と
は
、
豊
橋
市
図
書
館

橋
良
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
速
水
猪
左
衛
門

書
状
（
植
田
家
文
書
の
写
真
ら
し
い
）
に

も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
拙
稿
よ
り
以
下
に

当
該
部
分
を
引
用
す
る
。

一
九
（
年
不
明
）
九
月
廿
九
日
付　

植
田

栄
作
宛　

速
水
猪
左
衛
門
義
信
書
状

且
私
儀
八
月
中
旬
よ
り
勢
州
辺
江
罷
越
候

而
九
月
節
句
前
に
帰
宅
仕
候
。
彼
地
も
当

秋
者
作
方
宜
候
而
甚
景
気
宜
御
座
候
。
乱

舞
も
相
応
ニ
時
行
仕
候
。
当
方
者
盆
後
よ

り
乱
舞
時
行
不
仕
候
得
共
先
々
世
上
ゆ
る

み
申
候
趣
太
慶
仕
候
。

（
拙
稿
「
豊
橋
市
中
央
図
書
館
橋
良
文
庫

の
能
楽
関
係
書
状
」２
）

　

速
水
猪
左
衛
門
は
、
尾
張
藩
お
抱
え
の

金
春
流
太
鼓
役
者
で
あ
る
。
後
年
の
史
料

で
は
あ
る
が
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

に
勝
田
大
夫
が
伊
勢
亀
山
で
催
し
た
勧
進

能
に
も
出
演
し
て
お
り
、
し
ば
し
ば
伊
勢

地
方
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
３
。
右
書
状
に
い
う
「
勢
州
辺
」

が
松
坂
を
指
す
も
の
か
は
不
明
だ
が
、
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書
状
が
書
か
れ
た
年
代
は
、
天
明
年
間

（
一
七
八
一
〜
一
七
八
九
）
頃
と
推
測
さ

れ
る
の
で
、『
宝
暦
咄
し
』
の
い
う
乱
舞

時
行
の
時
節
と
一
致
す
る
。

　

一
方
、『
宝
暦
咄
し
』
は
、「
謡
師
」
と

し
て
、
岩
尾
十
左
衛
門
・
中
西
七
兵
衛
・

村
田
又
兵
衛
の
名
を
挙
げ
る
。
同
書
所
収

の
「
宝
暦
時
代
西
町
之
図
」
に
は
、
中
西

が
湊
町
、村
田
が
平
生
町
に
見
え
て
い
る
。

謡
の
教
授
を
生
業
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
が
、詳
し
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

な
お
、
偶
然
の
一
致
の
可
能
性
も
あ
る

が
、
伊
勢
猿
楽
の
和
谷
大
夫
系
図
に
、

「
当
村
中
西
久
右
衛
門
」
の
名
が
見
え
、

江
戸
期
の
和
谷
大
夫
の
催
し
に
も
中
西
姓

の
役
者
の
名
が
散
見
さ
れ
る
４
。
和
谷
大

夫
ら
の
弟
子
で
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
て

み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
明
治

以
降
の
東
海
地
方
に
お
け
る
能
番
組
を
集

成
し
た
『
能
囃
子
出
勤
覚
』（
鴻
山
文
庫
）

の
う
ち
、
伊
勢
安
濃
津
で
催
さ
れ
た
諸
番

組
（「
明
治
十
二
年
十
月
四
日
伊
勢
国
安

濃
郡
津
旧
藩
主
東
堂
家
先
祖
高
山
神
社
祭

典
ニ
付
神
前
ニ
於
テ
奉
納
能
組
」、「
明
治

十
三
年
四
月
二
十
五
日
〜
二
十
六
日
伊
勢

国
安
濃
郡
津
公
園
内
博
覧
会
場
ニ
ヲ
イ
テ

能
組
」）
の
中
に
は
、「
岩
尾
（
雄
）
喜
二

郎
・
岩
尾
萬
蔵
・
村
田
時
三
郎
・
村
田
源

兵
衛
・
村
田
荘
斎
」
な
ど
、
岩
尾
姓
・
村

田
姓
の
役
者
名
が
散
見
さ
れ
る
５
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
直
接
的
な
つ
な
が
り
を
示
す

証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
宝
暦

咄
し
』
に
載
る
謡
師
の
遠
戚
で
あ
っ
た
可

能
性
も
あ
ろ
う
。

　

松
坂
の
能
に
つ
い
て
は
、
未
だ
不
明
な

点
が
多
い
。
何
か
ご
存
じ
の
こ
と
が
あ
れ

ば
御
教
示
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

１　

 

松
阪
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
蒼
人

社
、
一
九
八
一
年
。

２　

 『
演
劇
研
究
』
四
十
四
号
、
早
稲
田

大
学
演
劇
博
物
館
、
二
〇
二
一
年
。

３　

 『
一
色
の
翁
舞
調
査
報
告
書
』
伊
勢

市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
、

一
八
一
頁
。

４　

同
右
、
一
七
二
頁
・
二
〇
一
頁
等
。

５　
 

拙
稿「
資
料
紹
介　

鴻
山
文
庫
蔵『
乱

舞
帳
』『
能
囃
子
出
勤
覚
』」（『
東
海

能
楽
研
究
会
二
十
周
年
記
念
論
集
』

二
〇
一
五
年
）。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

豊
橋
魚
町
の
狂
言
台
本
と
『
波
形

本
』　
―
《
茸
》（
く
さ
び
ら
）
を

め
ぐ
っ
て
―

米
田　

真
理

　

あ
る
日
突
然
、
家
の
庭
に
大
き
な
キ
ノ

コ
が
た
く
さ
ん
生
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、

山
伏
に
祈
祷
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
キ
ノ

コ
は
ま
す
ま
す
増
え
て
き
て
…
…
。

　

大
ま
か
に
は
こ
の
よ
う
な
筋
書
き
を
持

つ
狂
言
《
茸
》
だ
が
、
そ
の
茸
（
＝
キ
ノ

コ
）
を
ど
う
感
じ
る
か
、
ま
た
祈
祷
の
結

果
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
、
様
々
な
演

じ
方
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
小
谷

成
子
・
野
崎
典
子
「『
和
泉
流
秘
書
』（
愛

知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
翻
刻
・
解

題
十
二
（
終
）」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本

文
化
学
部
論
集
』第
二
巻
。
二
〇
一
一
年
）

が
詳
し
く
、
江
戸
期
の
和
泉
流
山
脇
派
の

台
本
五
種
『
天
理
本
』『
波
形
本
』『
和
泉

流
秘
書
（
愛
知
県
立
大
蔵
）』『
型
付
本
』

『
雲
形
本
』
に
つ
い
て
、
本
文
を
挙
げ
な

が
ら
比
較
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
に
よ
れ
ば
、

茸
の
生
え
る
こ
と
を
嫌
が
る
の
が
『
天
理

本
』『
波
形
本
』『
雲
形
本
』
の
三
本
、
逆

に
喜
ば
し
い
も
の
に
趣
向
を
変
え
て
お
も

し
ろ
み
を
工
夫
し
つ
つ
、
嫌
が
る
趣
向
も

替
え
の
仕
方
と
し
て
記
す
の
が
『
和
泉
流

秘
書
』『
型
付
本
』
の
二
本
で
あ
る
。

　

ま
た
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
『
和

泉
流
明
和
中
根
本
』
は
明
和
〜
文
化
年
間

の
奥
書
を
持
つ
、
も
と
三
十
冊
、
現
存

二
十
二
冊
組
の
台
本
だ
が
、
そ
の
第
三
冊

（
奥
書
な
し
）所
収
の「
茸
」「
茸 

仕
替
」

は
、『
和
泉
流
秘
書
』
と
全
く
同
じ
台
本

で
あ
る
（
所
作
や
イ
ノ
リ
の
詞
章
を
略
記

す
る
が
、
セ
リ
フ
は
同
じ
）。
近
世
後
期

の
和
泉
流
に
、
茸
を
嫌
が
る
も
の
と
、
喜

ぶ
も
の
と
、
二
様
の
趣
向
が
平
行
し
て
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
細
か
く
見
て
み
る
と
、
茸
を
嫌

が
る
度
合
い
に
も
濃
淡
が
あ
る
。『
和
泉

流
秘
書
』『
型
付
本
』『
中
根
本
』
の
替
え

の
仕
方
で
は
、
山
伏
が
「
一
祈
い
の
つ
て

忽
祈
け
し
て
や
ろ
ふ
そ
」（『
和
泉
流
秘

書
』）
と
言
う
通
り
祈
祷
の
目
的
は
茸
を

消
す
こ
と
で
あ
る
し
、
結
末
部
で
は
ア

ド
・
依
頼
主
が
「
兎
も
角
も
早
ふ
祈
け
し

て
被
下
」
と
言
う
の
に
茸
が
ま
す
ま
す
増

え
、
山
伏
が
「
ハ
ア
ゆ
る
し
て
呉
れ
い
」

と
言
っ
て
追
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
、
徹
頭

徹
尾
、
茸
は
迷
惑
な
存
在
と
し
て
扱
わ
れ

る
。
そ
の
傾
向
は
、『
雲
形
本
』
で
は
さ

ら
に
「
悪
心
の
ふ
か
い
鬼
茸
」
を
登
場
さ

せ
る
こ
と
で
増
長
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
『
波
形
本
』
で
は
、
茸
を
嫌
が
っ

て
い
る
こ
と
が
明
確
で
な
い
。『
波
形
本
』

で
は
祈
祷
の
目
的
は
「
わ
る
い
事
な
り
と

も
よ
い
よ
ふ
に
一
加
持
し
て
て
ん
じ
か
へ

て
お
ま
せ
う
」
で
あ
り
、
茸
を
消
そ
う
と

は
言
っ
て
い
な
い
。
実
際
、
レ
イ
シ
が
出

る
と
吉
事
だ
と
判
じ
、
以
後
「
弥
々
き
の

こ
の
ふ
へ
る
や
う
に
」「
い
よ
〳
〵
此
家

の
栄
へ
る
や
う
に
」
祈
り
続
け
る
。
茸
が

増
え
た
後
も
、
ア
ド
は
「
毎
年
此
や
う
に

出
ま
す
れ
ハ
重
宝
で
ご
ざ
る　

ち
と
お
山

伏
へ
も
上
ま
せ
う
」
と
歓
迎
し
、
山
伏
も

「
是
ハ
よ
か
ら
う　

ち
と
お
く
し
て
た
も

れ
」
と
喜
ぶ
。
た
だ
し
、
終
曲
部
に
は
型

付
と
し
て
、
茸
が
「
山
伏
エ
モ
タ
レ
カ
ヽ

ル
ヤ
ウ
ニ
イ
ツ
レ
モ
ス
ル　

山
伏
イ
ヤ
ガ

ル
テ
イ
ニ
テ　

イ
ノ
リ
ナ
カ
ラ
楽
ヤ
エ

入
」
と
あ
り
、
茸
に
嫌
悪
感
を
抱
く
様
子

が
記
さ
れ
る
。
ア
ド
は
「
又
々
大
分
ニ
成

ま
し
た
ナ
ト
ヽ
云
々
入
」
と
あ
り
、
こ
れ

も
困
惑
の
色
が
見
え
る
。
つ
ま
り
茸
に
対

す
る
歓
迎
ム
ー
ド
が
ど
ん
で
ん
返
し
の
よ

う
に
一
変
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
演
出
的
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効
果
は
、
ひ
と
え
に
終
曲
部
に
お
け
る
演

者
の
所
作
や
表
情
に
か
か
っ
て
い
る
。
も

し
、
山
伏
の
「
イ
ヤ
ガ
ル
テ
イ
」
が
う
ま

く
出
せ
な
か
っ
た
ら
、
歓
迎
ム
ー
ド
の
ま

ま
祝
言
性
が
前
面
に
出
る
こ
と
に
す
ら

な
っ
て
し
ま
う
。

　

さ
て
、
江
戸
時
代
か
ら
町
衆
に
よ
る
演

能
が
盛
ん
だ
っ
た
豊
橋
の
魚
町
に
は《
茸
》

の
狂
言
台
本
が
三
本
あ
り
、
い
ず
れ
も

『
波
形
本
』
の
引
き
写
し
と
言
え
る
く
ら

い
、
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。
こ
れ
は
魚

町
や
、
交
流
の
あ
っ
た
新
城
の
狂
言
を
指

導
し
て
い
た
の
が
、『
波
形
本
』
を
ま
と

め
た
早
川
幸
八
家
の
二
代
目
お
よ
び
三
代

目
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。〝
ほ
と
ん
ど
〟

と
言
う
の
は
、
終
曲
部
な
ど
の
細
か
い
型

付
を
記
さ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
結
末
近
く

の
「
毎
年
此
や
う
に
出
ま
す
れ
ハ
重
宝
で

ご
ざ
る　

ち
と
お
山
伏
へ
も
上
ま
せ
う
」

云
々
の
や
り
と
り
を
記
さ
な
い
こ
と
が
、

『
波
形
本
』
と
異
な
る
の
で
あ
る
。

　

魚
町
の
三
つ
の
台
本
は
、
東
海
能
楽
研

究
会
が
付
し
た
番
号
で
示
す
と
、
№
131
大

木
惣
助
署
名
本
、№
101
牧
野
新
作
署
名
本
、

そ
し
て
№
16
無
署
名
本
で
あ
る
。

　

大
木
惣
助
は
魚
町
住
人
で
、
江
戸
時
代

後
期
の
文
政
年
間
に
豊
橋
や
新
城
で
狂
言

を
演
じ
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
１
。
署
名

の
あ
る
台
本
で
現
存
す
る
の
は
こ
の《
茸
》

だ
け
だ
が
、
同
じ
く
魚
町
住
人
で
22
本
も

の
台
本
を
残
し
た
古
市
猪
兵
衛
署
名
本
の

中
に
「
惣
助
様
よ
り
借
写
」
の
奥
書
を
持

つ
も
の
が
二
本
あ
る
（
№
138
①
成
上
り
・

№
５
伯
養
）。
魚
町
の
能
楽
記
録
の
中
で

は
最
も
古
い
年
代
の
人
物
で
あ
る
。

　

ま
た
、
牧
野
新
作
は
明
治
時
代
、
魚
町

の
隣
町
で
あ
る
呉
服
町
に
住
ん
で
い
た

が
、
も
と
は
新
城
の
人
で
富
永
神
社
の
祭

礼
能
に
た
び
た
び
出
演
し
、新
城
で
は「
先

生
格
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
２
。
明
治

十
七
年
か
ら
三
十
四
年
に
か
け
て
「
千

歳
・
三
番
叟
」
を
は
じ
め
《
釣
狐
》《
金

岡
》《
花
子
》
と
い
っ
た
重
い
習
事
も
伝

授
さ
れ
３
、
相
当
な
実
力
者
で
あ
っ
た
。

筆
者
（
米
田
）
は
現
在
、
牧
野
新
作
関
係

の
台
本
の
翻
刻
を
進
め
て
い
る
が
４
、『
波

形
本
』
の
引
き
写
し
の
よ
う
な
本
文
が
多

く
見
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
世
代
の
異
な
る
二
人
の
書
写
本

が
同
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
台
本
は

魚
町
の
み
な
ら
ず
新
城
な
ど
早
川
幸
八
家

の
指
導
が
入
っ
た
地
域
で
、
素
人
が
演
じ

る
際
の
標
準
的
な
台
本
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
演
出

は
、
歓
迎
ム
ー
ド
か
ら
迷
惑
ム
ー
ド
へ
の

転
換
を
退
場
場
面
の
ど
ん
で
ん
返
し
と
は

せ
ず
、「
毎
年
此
や
う
に
出
ま
す
れ
ハ
…

重
宝
」
云
々
の
歓
迎
ム
ー
ド
を
な
く
す
こ

と
で
、
ゆ
っ
く
り
と
迷
惑
ム
ー
ド
を
作
っ

て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
演
者
の

力
量
に
頼
る
こ
と
が
少
な
い
台
本
と
い
え

る
。

　

そ
も
そ
も
『
波
形
本
』
じ
た
い
茸
を
嫌

が
る
姿
勢
が
明
確
で
な
い
の
は
、
上
演
す

る
場
面
に
応
じ
て
祝
言
性
も
出
せ
る
よ
う

に
で
き
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
魚
町
の
大
木
惣
助
本
が
書
写
さ
れ
た

と
見
ら
れ
る
文
政
年
間
は
、
時
の
家
元
・

元
業
が
『
雲
形
本
』
で
迷
惑
ム
ー
ド
を
強

化
し
た
時
期
と
重
な
っ
て
い
る
。
和
泉
流

の
《
茸
》
の
性
格
が
定
ま
っ
た
こ
と
が
、

町
衆
の
狂
言
に
お
け
る
『
波
形
本
』
系
台

本
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ

ろ
う
。

　

 

１　

文
政
十
三
年
閏
三
月
九
日
、
豊
橋

聖
眼
寺
「
浄
穎
十
三
回
忌
追
善
舞
囃
」

番
組
（
久
曽
神
昇
氏
「
豊
橋
地
方
に

お
け
る
近
世
以
前
の
能
楽
」『
愛
知
大

学
綜
合
郷
土
研
究
所
紀
要
』
20
号
。

一
九
七
五
年
）。
早
稲
田
大
学
演
劇
博

物
館
安
田
文
庫
蔵『
能
囃
子
番
組
之
留
』

（
天
保
〜
安
政
年
間
。
佐
藤
和
道「『
能

囃
子
番
組
之
留
』
に
見
る
豊
橋
の
能
」

『
東
海
能
楽
研
究
会
年
報　

第
16
号
』。

二
〇
一
二
年
）。
新
城
富
永
神
社
祭
礼

能
に
は
文
政
九
〜
弘
化
元
年
に
４
回
出

演

　

 

２　

①
大
原
紋
三
郎
『
新
城
祭
礼

能
番
組
帳　

上
・
下
』、
非
売
品
、

一
九
九
六
年　

②
大
原
紋
三
郎
『
新

城
祭
礼
能
番
組
帳
解
説
』、
非
売
品
、

一
九
九
七
年

　

 

３　

佐
藤
友
彦
氏
ご
教
示
『
山
脇
門
人

帳
』
に
よ
る

　

 

４　
「
豊
橋
市
安
海
（
や
す
み
）
熊
野

神
社
蔵　

牧
野
新
作
（
眞
三
九
・
方

叔
）
関
係
伝
書　

翻
刻
と
解
題
」［
一
］

お
よ
び
［
二
］。『
朝
日
大
学
一
般
教
育

紀
要
』
第
44
、
46
号
。
二
〇
〇
〇
年
、

二
〇
二
二
年

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
魚
町
能
楽
保

存
会
か
ら
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費　

JP17K
02431

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

す
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

太
閤
能
「
柴
田
」
に
つ
い
て
―
ワ

キ
を
通
し
て

延
広　

由
美
子

　

豊
臣
秀
吉
が
大
村
由
己
に
創
ら
せ
た
能

の
一
つ
に
「
柴
田
」
が
あ
る
。
内
容
は

柴
田
勝
家
に
縁
の
あ
る
僧
が
越
前
北

庄
に
来
る
と
、
勝
家
の
化
身
が
現
れ

て
昔
語
り
を
し
、
僧
の
弔
い
を
受
け

て
最
期
の
有
様
を
再
現
す
る
。
柴
田

討
。（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）

　

と
あ
り
、
こ
の
説
明
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
ワ
キ
の
「
柴
田

勝
家
に
縁
の
あ
る
僧
」
が
あ
る
。
勝
家
は

自
刃
し
て
い
る
が
、
養
子
も
い
た
し
、
娘

の
婚
家
先
も
あ
る
の
で
縁
の
人
は
多
い
。

　

ま
ず
、
こ
の
僧
が
自
分
で
ど
の
よ
う
に

語
っ
て
い
る
か
書
き
出
し
て
み
る
。「
尾

張
の
国
末
も
り
よ
り
出
た
る
僧
」「
北
国

を
見
ず
候
」「
柴
田
修
理
亮
勝
家
の
ゆ
か

り
の
者
」「
世
に
亡
き
人
の
ゆ
か
り
の
末
」
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「
末
も
り
の
昔
を
思
ひ
出
づ
る
」「
勝
家

が
。
ゆ
か
り
の
末
」
と
あ
り
、
尾
張
国
末

も
り
出
身
で
、
勝
家
縁
の
末
裔
で
あ
り
、

初
め
て
北
庄
に
来
た
の
だ
と
い
う
。

　

出
身
地
を
国
名
ま
で
言
う
の
は
石
川
県

羽
昨
郡
押
水
町
に
も「
末
森
城
」が
あ
り
、

『
太
閤
記
』
等
に
も
見
え
る
の
で
、
こ
こ

と
混
同
さ
れ
た
く
な
い
た
め
だ
ろ
う
。
で

は
「
尾
張
国
末
も
り
」
と
勝
家
に
は
ど
の

様
な
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

末
も
り
は
織
田
信
長
の
父
信
秀
の
最
後

の
居
城
の
地
で
あ
る
。
太
田
牛
一
『
信
長

公
記
』の
関
連
記
事
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

勝
家
は
信
秀
に
仕
え
て
い
た
が
、
信
秀
死

後
は
信
長
の
弟
勘
十
郎
（
信
行
）
が
こ
の

城
を
相
続
し
、
勝
家
は
家
臣
と
な
っ
て
い

た
。
信
行
は
信
長
の
同
母
弟
だ
が
、
こ
の

兄
弟
は
信
長
の
一
番
家
老
や
勝
家
等
の
思

惑
に
よ
り
不
仲
に
な
る
。
弘
治
二
年
に
信

行
が
信
長
御
台
所
知
行
地
に
手
を
出
し
た

の
を
契
機
に
戦
に
な
り
、信
行
は
敗
戦
し
、

殺
さ
れ
て
も
仕
方
な
い
状
態
だ
っ
た
が
、

彼
ら
の
母
の
口
利
き
で
助
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
翌
年
ま
た
信
行
が
信
長
の
地

を
奪
お
う
と
し
て
い
る
旨
を
今
度
は
勝
家

が
信
長
に
密
告
し
て
し
ま
う
。
信
長
は
病

気
と
称
し
て
外
出
せ
ず
に
い
た
の
で
、
彼

ら
の
母
と
勝
家
に
見
舞
い
を
勧
め
ら
れ
た

信
行
が
出
か
け
た
と
こ
ろ
信
長
の
居
城
清

州
城
で
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
勝
家
が
裏

切
っ
た
理
由
は
信
行
が
男
色
相
手
に
家
中

の
有
能
な
人
材
を
与
え
る
よ
う
に
な
り
、

軽
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
、
こ
の
功
績
に
よ
り
勝
家
は
後

に
越
前
が
与
え
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
勝
家
が
越
前
を
信
長
か
ら
拝

領
し
た
の
は
末
森
で
の
主
へ
の
裏
切
り
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
信
行
の
子
（
信
澄
）
を
勝
家
は
養
子

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
信
澄
は
妻
が
明
智
光
秀
の
娘
だ
っ

た
こ
と
で
本
能
寺
の
変
の
後
、
丹
羽
長
秀

に
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
由
己
の

『
天
正
記
（
惟
任
謀
反
記
）』
に
は
「
堺

の
津
在
陣
の
織
田
三
七
信
孝
・
惟
住
（
丹

羽
）
五
郎
左
衛
門
長
秀
、
此
の
由
（
本
能

寺
の
変
）
を
聞
き
届
け
、
織
田
七
兵
衛
信

澄
は
惟
任
所
縁
た
り
。
又
、
将
軍
に
対
し

て
、
意
趣
な
き
に
非
ず
。
故
に
大
坂
に
押

寄
せ
て
、
こ
れ
を
討
果
す
。」
と
記
し
て

い
る
。
信
澄
と
信
長
と
の
関
係
は
悪
く
な

か
っ
た
よ
う
な
の
で
「
意
趣
」
は
父
親
の

件
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
僧
の
北
庄
ま
で
の
道
行
に

出
て
く
る
地
名
の
多
く
が
秀
吉
所
縁
の
地

で
あ
る
。勝
家
所
縁
の
僧
で
あ
り
な
が
ら
、

「
柳
ケ
瀬
」
等
の
勝
家
所
縁
の
地
の
名
は

み
え
な
い
。
特
に
「
宿
は
と
問
へ
ば
木
の

本
の
」
と
秀
吉
が
本
陣
を
お
い
た
「
木
之

本
」
は
強
調
し
て
い
る
。

　

こ
こ
は
織
田
信
孝
が
蜂
起
し
、
秀
吉
が

大
垣
ま
で
出
張
っ
て
い
た
も
の
の
洪
水
で

身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
柴
田
が
動
い
た
と
い
う
知
ら
せ
を
う

け
、
急
い
で
木
之
本
に
向
か
う
と
い
う
劇

的
な
場
所
で
あ
る
。

　
　

 

申
の
剋
に
大
垣
を
立
ち
、
戌
の
剋
に

木
ノ
本
に
着
陣
す
、
三
十
六
町
の
路

十
三
里
、二
時
半
時
に
懸
け
着
く
事
、

古
今
稀
有
の
働
き
な
り
。（『
天
正
記

（
柴
田
合
戦
記
）』）

　

賤
ヶ
岳
の
合
戦
以
前
、
秀
吉
は
勝
家
の

新
城
で
あ
る
長
浜
の
城
を
落
と
し
て
い

る
。
木
之
本
と
長
浜
は
近
く
、
物
資
を
集

め
る
に
も
好
都
合
な
場
所
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、秀
吉
は
村
々
に
触
れ
を
出
し
、

木
之
本
に
食
料
を
集
め
た
。
こ
の
合
戦
に

お
い
て
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
秀
吉
の
大

返
し
と
も
い
わ
れ
、
栄
光
の
道
へ
の
道
程

で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、『
天
正
記
（
柴
田
合
戦
記
）』
で

は
勝
家
と
妻
の
小
谷
御
方
の
辞
世
の
和
歌

が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
能
に

は
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。「
明

智
討
」
の
秀
吉
の
和
歌
が
直
接
用
い
ら
れ

て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

さ
ら
ぬ
だ
に
打
ぬ
る
程
も
夏
の
夜
の

夢
路
を
さ
そ
ふ
郭
公
か
な　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
谷
御
方

夏
の
夜
の
夢
路
は
か
な
き
跡
の
名
を

雲
居
に
あ
げ
よ
山
郭
公　
　

勝
家

　

さ
ら
に
同
書
で
は
こ
の
歌
を
渡
さ
れ
た

中
村
文
荷
の
返
歌
「
お
も
ふ
ど
ち
打
つ
れ

つ
つ
も
行
道
の
し
る
べ
や
し
で
の
山
郭

公
」
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
曲
で
は
二
人
を
項
羽
と
虞
美
人
に

重
ね
つ
つ
、中
入
り
前
の
部
分
に「
卯
月
」

「
花
橘
」「
有
明
の
月
」「
夏
の
夜
の
月
」

な
ど
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
縁
語
を
ち
り
ば
め

て
い
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
死
者
の
魂
を
案

内
す
る
鳥
の
イ
メ
ー
ジ
あ
り
、
そ
れ
を
連

想
し
て
も
ら
う
仕
掛
け
で
あ
る
と
同
時
に

こ
の
和
歌
を
知
っ
て
い
る
当
時
の
観
客
に

理
解
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
作
者
の
工
夫

で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

末
も
り
所
縁
の
末
裔
の
僧
が
ワ
キ
と
し

て
登
場
し
、
勝
家
の
菩
提
を
弔
う
と
い
う

の
が
こ
の
能
の
趣
向
で
あ
っ
た
。そ
れ
は
、

勝
家
が
成
仏
す
る
に
も
っ
と
も
相
応
し
い

相
手
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ

れ
故
、
前
場
で
既
に
正
体
を
仄
め
か
し
、

後
場
で
は
弔
い
の
報
恩
と
し
て
最
期
を
演

じ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
主
君

を
裏
切
っ
た
勝
家
を
秀
吉
が
討
っ
た
こ
と

が
因
果
応
報
の
上
で
の
正
当
性
を
も
含
ん

で
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

白
拍
子
の
成
立
―
白
拍
子
女
の
白

拍
子
舞

安
田　

徳
子

　

観
阿
弥
は
、賀
歌
・
百
万
の「
女
曲
舞
」

の
末
流
で
あ
る
乙
鶴
か
ら
曲
舞
を
習
い
、

多
彩
な
曲
節
主
体
の
小
歌
節
と
組
み
合
わ

せ
て  

能
の「
ク
セ
」を
作
り
、「
物
真
似
」

主
体
で
あ
っ
た
猿
楽
を
「
舞
」
主
体
の
能

へ
と
変
容
さ
せ
た
こ
と
は
、世
阿
弥
の『
五

音
』
な
ど
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
乙
鶴
か
ら
学
ん
だ
と
い
う「
曲
舞
」
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と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
右
の
賀

歌
は
、
応
永
一
五
年
（
一
四
〇
八
）
三
月

八
日
〜
二
八
日
に
及
ぶ
後
小
松
天
皇
の
行

幸
の
記
録
『
北
山
殿
行
幸
記
』
に
、「
白

拍
子
加
々
と
号
舞
曲
叡
覧
有
。」と
あ
り
、

『
年
中
定
例
記
』
に
は
「
一
、
祇
園
会
に

加
加
と
申
す
白
拍
子
殿
中
へ
参
る
。
御
折

紙
被
下
候
。」
と
あ
る
の
で
、
曲
舞
を
舞

う
舞
女
は
「
白
拍
子
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

ら
し
い
。
家
塚
智
子
氏
に
よ
れ
ば
、「
曲

舞
と
い
う
芸
能
が
文
献
に
登
場
す
る
の

は
、
建
長
七
年
（
一
二
五
五
）
の
「
伊
予

国
神
社
仏
閣
等
免
田
注
記
」
が
最
初
で
、

「
当
祖
、
曲
舞
は
「
道
の
曲
舞
」
と
呼
ば

れ
、
国
家
が
保
護
す
る
専
業
の
芸
能
者
に

よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
」
と
い
う
（
曲
舞

か
ら
「
幸
若
舞
」
へ
」〈『
国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
』、
二
〇
〇
九
・
一
〇
〉）。
ま
た
、
麻

原
美
子
氏
は
、
こ
の
「
曲
舞
」
の
語
の
登

場
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、「
白
拍
子
」

の
語
が
資
料
か
ら
消
え
て
い
る
の
は
、「
白

拍
子
が
消
え
て
曲
舞
が
登
場
す
る
と
い
う

芸
能
交
代
で
は
な
く
、
同
一
芸
統
内
で
の

新
旧
の
交
替
と
み
る
べ
き
」
だ
と
言
わ
れ

る
（「
曲
舞
の
成
立
」〈『
幸
若
舞
曲
考
』、

新
典
社
、
一
九
八
〇
・
九
〉）。
新
旧
の
交

替
か
、
芸
能
の
交
替
か
は
微
妙
だ
が
、「
白

拍
子
賀
歌
」
が
舞
う
「
曲
舞
」
で
あ
る
か

ら
、少
な
く
と
も
「
曲
舞
」
が
「
白
拍
子
」

と
無
関
係
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

　
「
白
拍
子
」
と
い
う
芸
能
は
、『
兵
範

記
』
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
二
月
一
四

日
条
に
、
五
節
の
淵
酔
後
の
遊
芸
で
、「
万

歳
楽
」
を
舞
っ
た
後
、「
次
改
曲
、
白
薄

様
、
又
一
遍
、
白
拍
子
呪
曲
、
又
乱
舞
」

と
見
え
る
の
が
古
い
記
録
で
あ
る
。
翌
日

の
一
五
日
は
、
建
春
門
院
御
所
の
七
条
殿

に
参
上
し
て
の
諸
芸
披
露
で
も
同
様
に
行

わ
れ
た
。
殿
上
淵
酔
は
、
荻
美
津
夫
氏
に

拠
れ
ば
、「
円
融
朝
に
廃
絶
し
た
男
踏
歌

を
継
受
す
る
も
の
と
し
て
始
め
ら
れ
た
も

の
で
」、「
延
年
の
意
義
を
担
っ
て
、
殿
上

の
間
に
参
内
し
た
公
卿
と
殿
上
人
に
よ
っ

て
、
正
月
淵
酔
は
予
祝
的
、
十
一
月
淵
酔

は
鎮
魂
祭
の「
タ
マ
フ
リ
」的
意
義
を
担
っ

て
」、
献
盃
と
そ
の
後
に
歌
舞
が
行
わ
れ

た
。
荻
氏
は
、
淵
酔
で
は
伝
統
的
宮
中
御

遊
と
は
異
な
り
、
管
絃
楽
器
は
使
用
さ
れ

ず
、「
扇
拍
子
」
や
「
笏
拍
子
」
に
よ
る

歌
舞
で
あ
っ
た
（「
殿
上
淵
酔
考
」〈『
文

化
史
の
構
想
』
二
〇
〇
三
・
三
、
吉
川
弘

文
館
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
淵

酔
の
歌
舞
は
、
雅
楽
楽
器
に
よ
る
曲
節
の

舞
楽
的
舞
で
は
な
く
、「
踏
む
」「
打
つ
」

と
い
う
拍
子
（
リ
ズ
ム
）
を
主
体
と
す
る

乱
舞
的
な
新
奇
な
舞
で
、曲
種
も「
朗
詠
」

「
催
馬
楽
」
な
ど
の
古
典
的
郢
曲
も
あ
っ

た
が
、
今
様
や
散
楽
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

そ
の
詞
章
も
自
由
に
書
き
替
え
、
拍
子
主

体
の
曲
節
を
歌
い
舞
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
白
拍
子
」
も
そ
の
曲
節
の
一
つ
と
し
て

行
わ
れ
た
か
。『
兵
範
記
』
に
も
見
え
た

『
万
歳
楽
』
は
雅
楽
・
舞
楽
で
も
祝
言
の

曲
と
し
て
よ
く
上
演
さ
れ
て
い
た
が
、
淵

酔
で
は
乱
舞
で
歌
い
舞
わ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
巻
十
四
に
、

右
の
『
兵
範
記
』
よ
り
一
年
前
の
仁
安
元

年
一
一
月
頃
の
こ
と
と
し
て
、
今
様
の
会

が
途
中
で
中
断
さ
れ
、
参
加
者
は
「
乱
舞

し
て
水
白
拍
子
唱
え
て
か
へ
り
ぬ
」
と
あ

る
。
こ
の
「
水
白
拍
子
」
は
「
白
薄
様
」

と
と
も
に
『
五
節
間
郢
曲
事
』
に
詞
章
が

載
っ
て
お
り
、元
は
今
様
曲
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
を
「
白
拍
子
」
の
曲
節
に
作
り
替
え

た
も
の
と
い
う
。

　

一
方
、「
白
拍
子
」
は
、
寺
院
の
法
会

や
御
読
経
の
後
の
延
年
の
終
尾
で
も
、
遊

僧
や
童
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
た
。『
東
大
寺

衆
徒
参
詣
伊
勢
太
神
宮
記
』
に
拠
れ
ば
、

文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
二
月
、
伊
勢
参

詣
後
の
宿
坊
で
、
夜
を
徹
し
た
宴
遊
が

行
わ
れ
、
管
絃
や
種
々
雑
芸
の
中
で
、

「
小
童
子
如
意
舞
、
白
拍
子
之
次
囀
大
仏

焼
失
之
次
第
」
を
演
じ
、
満
座
が
哀
傷
に

感
涙
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
建
暦
二
年

〈
一
二
一
二
〉
三
月
一
四
日
東
大
寺
華
厳

会
の
延
年
で
も
、
勧
修
寺
徳
寿
と
い
う
僧

が
「
白
拍
子
」
を
演
じ
、
そ
の
中
で
「
俄

雲
一
村
覆
、詠
月
和
歌
云
白
拍
子
歌
云
」、

老
若
貴
賎
を
感
涙
し
さ
せ
た
と
い
う
。
寺

社
で
の
「
白
拍
子
」
は
、
縁
起
や
仏
縁
を

そ
の
場
に
合
っ
た
和
歌
な
ど
を
即
興
的
に

取
り
込
み
な
が
ら
歌
い
舞
う
も
の
で
あ
っ

た
。

　

殿
上
や
寺
社
な
ど
で
は
「
白
拍
子
」

は
、
男
性
か
男
児
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、「
白
拍
子
」
と
言
え

ば
、「
白
拍
子
」
を
舞
う
専
業
の
舞
女
を

示
す
ほ
ど
、
女
芸
と
し
て
知
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
観
阿
弥
が
学
ん
だ
の
も
白
拍
子

女
の
曲
舞
で
あ
っ
た
。『
玉
葉
』
の
治
承

二
年
（
一
一
七
八
）
五
月
一
日
条
に
「
今

日
院
に
於
て
殿
上
人
等
乱
遊
、
白
拍
子
、

女
童
部
な
ど
参
入
し
、
御
前
に
於
て
舞

と
云
々
。」
と
あ
る
の
が
「
白
拍
子
女
」

で
、
女
童
部
と
と
も
に
、
後
白
河
法
皇
の

御
所
で
、
殿
上
人
に
混
じ
っ
て
女
芸
を

披
露
し
た
の
で
は
な
い
か
。
正
治
二
年

（
一
二
〇
〇
）
二
月
五
日
に
は
、
同
じ
院

の
御
読
経
の
後
に
、「
喚
白
拍
子
女
、
召

舞
僧
」「
有
別
曲
童
」、
遊
芸
が
行
わ
れ
た

（『
明
月
記
』）。
白
拍
子
女
の
記
録
と
し

て
は
こ
れ
ら
が
古
い
。
前
者
は
殿
上
人
と

童
、
後
者
は
舞
僧
や
曲
童
に
加
わ
っ
て
芸

を
披
露
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）

四
月
八
日
の
頼
朝
と
政
子
の
鶴
岡
八
幡
宮

参
詣
の
時
、『
吾
妻
鏡
』
及
び
『
義
経
記
』

に
語
ら
れ
て
い
る
、
宮
の
廻
廊
で
舞
わ
れ

た
静
女
の
舞
曲
や
『
平
家
物
語
』
に
語
ら

れ
て
い
る
祇
王
や
仏
御
前
の
舞
、
千
手
前

の
舞
な
ど
の
白
拍
子
舞
は
、祝
言
や
仏
法
、

恋
情
を
歌
う
朗
詠
や
今
様
、
和
歌
を
、
鼓

の
音
に
合
わ
せ
て
歌
い
舞
っ
た
。
装
束
は

白
い
水
干
に
長
袴
で
男
舞
と
称
さ
れ
た
。

仁
和
寺
蔵
『
今
様
之
書
』
に
は
、「
白
拍

子
舞
ふ
べ
き
様
の
図
」
な
る
も
の
が
載
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
無
言
で

登
場
し
て
舞
台
を
一
周
し
、
次
に
鼓
の
音

に
合
わ
せ
て
、
足
を
踏
み
出
し
、
白
拍
子

（
朗
詠
・
今
様
）
を
歌
い
舞
い
つ
つ
舞
台

を
三
周
し
、
セ
メ
の
鼓
に
な
る
と
、
和
歌
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を
歌
い
舞
な
が
ら
、
さ
ら
に
一
周
し
た
と

い
う
。
謂
わ
ば
、
序
・
破
・
急
で
、
拍
子

を
「
踏
み
」、舞
台
を
「
廻
る
」
も
の
だ
っ

た
。
こ
れ
は
、山
田
以
文
筆
の
踏
歌
図（
速

水
行
道
安
政
二
年
校
合
の『
江
家
次
第
』）

及
び
荻
氏
の
踏
歌
図
に
記
さ
れ
た
踏
歌
の

舞
に
酷
似
し
て
い
る
。
前
述
し
た
如
く
、

淵
酔
で
は
、
踏
歌
を
継
承
し
つ
つ
、
踏
歌

を
拍
子
舞
に
替
え
て
、
同
じ
よ
う
な
形
態

で
舞
っ
た
の
が
「
白
拍
子
」
だ
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。特
に
、女
踏
歌
は
平
安
・

鎌
倉
期
も
続
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
女
踏

歌
の
舞
女
た
ち
が
、
淵
酔
や
延
年
で
舞
わ

れ
た「
白
拍
子
」を
舞
う
よ
う
に
な
っ
た
。

後
白
河
院
御
所
に
は
『
梁
塵
秘
抄
』
か
ら

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
様
を
歌
う
女
た

ち
が
多
く
い
た
。「
白
拍
子
」
を
舞
う
舞

女
も
こ
の
御
所
に
抱
え
ら
れ
た
可
能
性
は

あ
ろ
う
。
彼
女
た
ち
が
「
道
の
白
拍
子
」

と
呼
ば
れ
、
世
に
男
舞
と
し
て
持
て
囃
さ

れ
た
「
白
拍
子
舞
」
を
伝
え
た
。
こ
れ
を

男
が
舞
う
こ
と
も
あ
り
、
舞
の
名
と
し
て

は
「
曲
舞
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

能
楽
を
詠
ん
だ
虚
子
の
俳
句（
二
）

林　

和
利

【
第
三
巻
】

水
仙
や
母
の
か
た
み
の
鼓
箱

昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
六
日
。
稽

古
会
。
小
諸
山
廬
。

旅
に
し
て
誘
は
れ
も
す
る
謡
初

 

（
昭
和
21
）

「
東
北
」
の
シ
テ
あ
て
が
は
れ
謡
初

 

（
同
）

蝉
の
竿
杖
つ
い
て
来
る
悪
太
郎 

（
同
）

お
茶
う
け
の
雛
の
あ
ら
れ
に
貝
杓
子

 

（
昭
和
22
）

能
衣
装
う
ち
か
け
し
ご
と
庭
紅
葉

十
一
月
十
九
日
。
句
謡
会
。
鎌
倉
草

庵
。 

（
昭
和
23
年
）

老
い
て
な
ほ
稽
古
大
事
や
謡
初

十
二
月
二
十
日
。
需
め
に
応
じ
て
新

年
の
句
を
作
る
。 
（
昭
和
24
年
）

能
舞
台
地
裏
に
夏
の
山
入
り
来

五
月
三
十
一
日
。
佐
渡
に
遊
ぶ
。
加

茂
湖
畔
、
本
間
舞
台
泊
り
。

 

（
昭
和
25
年
）

或
時
は
江
口
の
月
の
さ
し
わ
た
り

六
月
一
日
。
佐
渡
、
潟
上
、
本
間
舞

台
滞
在
。
此
の
日
新
潟
、
篠
田
旅
館

に
帰
る
。 

（
同
）

春
雨
の
う
た
ゝ
ね
覚
め
て
謡
か
な

四
月
二
十
三
日
。
野
生
居
滞
在
。

 

（
昭
和
24
年
）

明
治
四
十
年
・
能
楽
会
式
能
を
観
て

埋
火
に
つ
ぎ
足
す
炭
を
引
く
は
誰
ぞ

明
治
四
十
年
・
能
楽
会
別
会

装そ
う
ぞ
き

束
着
て
涕
う
ち
か
め
り
国
栖
の
仕
手

大
正
九
年
一
月
・
細
川
侯
母
堂
を
悼

む
（
十
二
月
二
十
八
日
、
三
水
会
に

て
面
謁
）

御
前
に
て
乱
舞
せ
し
よ
り
冬
七
日

昭
和
二
年
七
月
・
松
本
長
の
関
寺
小

町
を
聞
く

有
明
に
残
る
桜
の
一
二
片

 

（
つ
づ
く
）

令
和
三
年
度
　
例
会
報
告

　

令
和
三
年
七
月
十
八
日

　
　
　
「
能
楽
よ
も
や
ま
話 

〜
鬼
頭
家
と
能
楽
〜
」 

鬼
頭　

晴
義 

氏

　
　
　

東
海
能
楽
研
究
会
年
報　

第
二
十
五
号　

合
評
会

　
　

十
月
十
日

　
　
　
「
謡
曲
「
駒
形
猩
々
」
の
舞
台
に
つ
い
て
」 

加
藤　

洋
輝 

氏

　
　

十
二
月
十
九
日

　
　
　
「
奥
三
河
「
花
祭
り
」
創
設
時
の
猿
楽
者
考

　
　
　

―
豊
根
村
下
黒
川
の
父
尉
と
東
栄
町
河
内
の
尉
面
よ
り
―
」 

保
田　

紹
雲 

氏

　
　
　
「
八
雲
琴
に
つ
い
て
」 

林　
　

和
利 

氏

東
海
能
楽
研
究
会
年
報
　
第
二
十
六
号

二
〇
二
二
年
（
令
和
四
）
三
月
三
十
一
日
発
行

発
行
者　

東
海
能
楽
研
究
会

代
表
者　

林　

和
利

　
　
　
　

伝
承
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

〒
460
－
0007 

名
古
屋
市
中
区
新
栄
二
－
六
－
一
三

　
　
　
　

https://sites.google.com
/site/tokainohken9kai/

印
刷
者　

共
生
印
刷
㈱
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